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１ 釣上碇遺跡遠景（北西から）

２ 釣上碇遺跡第２次調査区全景（南西から）



かぎ あげ いかり

釣上碇遺跡の紹介

本遺跡は、埼玉県南東部のさいたま市岩槻区に位置し、綾瀬川沿いに発達した自

然堤防と呼ばれる微高地上にあります。調査の結果、平安時代（１，１００年前）から

中・近世（５００～３００年前）にわたる集落跡が発見され、今から約３００年前の江戸時
ちょうずや

代の屋敷の一部が見つかりました。また、井戸跡から現在では神社や寺院の手水舎
まげもの え ひ しゃく

などでしか見ることのできなくなってしまった、曲物に木製の柄を差し込んだ柄杓
がわいた こ ざる

が出土しました。非常に残りが良く、柄の先端があたる側板の部分には「小猿」と

呼ばれるコケシ状の木片が縫いとめられ、側板が保護されていました。

柄杓は、水を汲む用具として昔から人々の暮らしの中で使われてきました。とく

に水の信仰に結びついて特別な霊力をもつと信じられていたようで、さまざまな場

面において用いられてきたことが、民間伝承に残されています。



序

埼玉県さいたま市の南東部に位置する緑区東部、岩槻区南部地域は、平成１３年

３月に埼玉高速鉄道線浦和美園駅が開業し、平成１４年６月には日韓共同のサッカ

ーワールドカップが埼玉スタジアム２００２を主会場のひとつとして開催されました。

また、東北自動車道浦和インターのフルインター化をはじめとする道路網の整備

も整い、当地域の今後の発展が大いに期待されています。

現在、埼玉県とさいたま市、独立行政法人都市再生機構によって、この地域に

快適空間、快適生活を創造する「国際アメニティタウン構想」によるまちづくり

が一体となって進められています。国道４６３号バイパスをはじめとする都市計画

道路が整備され、浦和美園駅周辺には高層住宅や大型ショッピングセンターが立

ち並び、平成１８年４月には「みそのウイングシティ」がまちびらきいたしました。

岩槻南部新和西特定土地区画整理事業地内には、釣上碇遺跡をはじめとする複

数の遺跡が周知されており、その取り扱いについて、関係諸機関と慎重に協議を

重ねてまいりましたが、やむを得ず発掘調査を実施し、記録保存の措置を講ずる

こととなりました。発掘調査は、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課（当時）

の調整により、当事業団が都市基盤整備公団（当時）、岩槻市（当時）、さいたま

市の委託を受けて実施いたしました。

釣上碇遺跡は、綾瀬川に沿った自然堤防上につくられた平安時代から中・近世

にわたる集落跡です。この調査によって中世から近世にかけて続いた屋敷の一部

と考えられる、掘立柱建物跡や井戸跡などの遺構が発見されました。また井戸跡

からは、江戸時代のほぼ完形の曲物柄杓が出土し、当時の人々の暮らしぶりを知

ることのできる貴重な成果を挙げることができました。

本書はこれらの発掘調査の成果をまとめたものです。埋蔵文化財の保護や学術

研究の基礎資料として、また、普及・啓発および各教育機関の参考資料として広

く活用していただければ幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉県

教育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至る

まで御協力をいただきました独立行政法人都市再生機構埼玉地域支社、さいたま

市、さいたま市教育委員会並びに地元関係者各位に対し、厚く御礼申し上げます。

平成２０年２月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 刈 部 博





例 言
１．本書は、さいたま市岩槻区大字釣上に所在

する釣上碇遺跡第１・２次調査の発掘調査報告

書である。

２．遺跡の略号と代表地番及び発掘調査届に対

する指示通知は以下のとおりである。

釣上碇遺跡第１次（KGAGIKR）

埼玉県岩槻市（現さいたま市）大字釣上字碇

１８７３番地他

平成１５年１０月１日付け 教文第２－５４号

釣上碇遺跡第２次（KGAGIKR２）

埼玉県さいたま市大字釣上字碇１８７３番地他

平成１７年１１月２９日付け 教生文第２－８５号

３．発掘調査は、岩槻南部新和西特定土地区画

整理事業に伴う埋蔵文化財記録保存のための事

前調査である。調査は埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課（当時）が調整し、岩槻市・都市

基盤整備公団埼玉地域支社（平成１５年度）、さ

いたま市・独立行政法人都市再生機構埼玉地域

支社（平成１７年度）の委託を受けて、財団法人

埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

４．本事業は、第Ⅰ章－３の組織により実施し

た。調査実施期間及び担当者は以下のとおりで

ある。

平成１５年度（第１次）

平成１５年９月２９日から平成１５年１１月３０日まで

担当者 西井幸雄・渡辺清志

平成１７年度（第２次）

平成１７年１１月２８日から平成１８年３月１０日まで

担当者 昼間孝志・新屋雅明・村端和樹

整理・報告書作成事業は、平成１９年１０月１日

から平成１９年１２月２８日まで、大谷 徹が担当し

て実施し、平成２０年２月２９日に本書を印刷・刊

行した。

５．平成１５年度の基準点測量は、中央航業株式

会社に委託した。また平成１７年度の基準点測量

は、株式会社シン技術コンサル、空中写真撮影

は中央航業株式会社に委託した。

６．発掘調査時の写真撮影は各担当者が、遺物

の写真撮影は大屋道則の協力により、大谷が実

施した。

７．出土品の整理・図版作成は大谷が行い、木

製品は大和田 瞳の協力を得た。

８．本書の執筆は、第Ⅰ章－１を埼玉県教育局市

町村支援部生涯学習文化財課が、木製品につい

ては大和田が、その他は大谷が行った。

９．本書の編集は大谷が行った。

１０．本書に掲載した資料は、平成２０年３月以降

埼玉県教育委員会が管理・保管する。

１１．本書の作成にあたり、下記の方々、機関か

ら御教示、御協力を賜った。記して感謝の意を

表します。（敬称略）

さいたま市教育委員会

青木文彦 越前谷 理 小倉 均 黒済和彦

小林博範 関根俊雄 田代 治 水口由紀子



凡 例
１．遺跡全体における X・Yの数値は、日本測地

系（旧測地系）による国土標準平面直角座標第

Ⅸ系（原点北緯３６°００′００″、東経１３９°５０′００″）

に基づく座標値を示す。また、各挿図に記した

方位はすべて座標北を示す。

E－７グリッド北西杭の座標は、X＝－１１３８０．０

００�、Y＝－８６２０．０００�。北緯３５°５３′５０″５６６５３、

東経１３９°４４′１６″１９５３５である。

E－７グリッドの世界測地系による換算値は、

X＝－１１０２４．３６３８�、Y＝－８９１３．１７１４�。北緯

３５°５４′０２″１３６０８、東経１３９°４４′０４″５３０４４である。

２．調査で使用したグリッドは、国土標準平面

直角座標に基づく１０×１０�の範囲を１グリッド

とし、調査区全体をカバーする方眼を組んだ。

３．グリッド名称は、北西隅を基点とし、北か

ら南方向にアルファベット（A・B・C…）、西

から東方向に数字（１・２・３…）と付し、ア

ルファベットと数字を組み合わせ、例えばE－

７グリッド等と呼称した。

４．本書の本文、挿図、表中に記した遺構の略

号は、以下のとおりである。

ＳＡ 柵列 ＳＢ 掘立柱建物跡

ＳＤ 溝跡 ＳＥ 井戸跡

ＳＫ 土壙 Ｐ ピット（小穴）

５．本書における挿図の縮尺は、以下のとおり

である。ただし、一部例外もある。

全体図 １：５００

遺構図 １：６０ 遺構拡大図 １：４０

土器・石製品 １：４

木製品（大型）１：６ （小型）１：４

土製品・金属製品 １：２

６．遺物のうち、須恵器は断面を黒塗りにした。

また黒色処理を施した土師器及び陶磁器の施釉

範囲の一部について３０％の網かけで示した。

７．木製品の木取りについては、断面図に年輪

方向を模式的に図示した。ただし、年輪の横断

面が断面図にあらわれない場合や、木取りを確

認していない木製品の断面図は白抜きである。

８．遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標

高を表す。

９．遺物観察表の表記方法は以下のとおりであ

る。

・口径・器高・底径は�、重さは�を計測単位

とする。

・（ ）内の数値は復元推定値、［ ］内の数

値は残存値である。

・胎土は土器に含まれる鉱物等のうち、特徴的

なものを記号で示した。

Ａ－白色粒子 Ｂ－角閃石 Ｃ－石英 Ｄ

－雲母状微粒子 Ｅ－長石 Ｆ－赤色粒子

G－黒色粒子 Ｈ－白色針状物質 Ｉ－片

岩 Ｊ－砂粒 Ｋ－小礫

・色調の表記は、『新版標準土色帖』２００２年

度版（農林水産省農林水産技術会議事務局監

修・財団法人日本色彩研究所色標監修）に従

った。

・残存は残存率を指し、残存率は図示した器形

に対する大まかな遺存程度を示した。

１０．本書に使用した地形図は、国土地理院発行

１／２５０００地形図、さいたま市発行１／２５００地

形図を使用した。
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６ 第６号井戸跡

７ 第７号井戸跡

８ 第８号井戸跡

図版１０ １ 第９号井戸跡

２ 第１０号井戸跡

３ 第１１号井戸跡

４ 第１２号井戸跡

５ 第１３号井戸跡

６ 第１４号井戸跡

７ 第１４号井戸跡土層断面

８ 第１４号井戸跡遺物出土状況

図版１１ １ 第６号土壙

２ 第６号土壙遺物出土状況

３ 第８号土壙

４ 第９号土壙

５ 第１０号土壙

６ 第１１号土壙

７ 第１３号土壙

８ 第１４号土壙

図版１２ １ 第１５号土壙

２ 第１６号土壙

３ 第１６号土壙遺物出土状況

４ 第１７号土壙

５ 第１８号土壙

６ 第１９号土壙

７ 第２０号土壙

８ 第２１・２２号土壙

図版１３ １ 第５号掘立柱建物跡出土遺物

（第１０図１）

２ 第５号井戸跡出土遺物（第２１図７）

３ 第７号井戸跡出土遺物（第２２図１７）

４ 第１６号土壙出土遺物（第２７図２）



５ 第１６号土壙出土遺物（第２７図３）

６ 第６号土壙出土遺物（第３１図６）

７ 第６号土壙出土遺物（第３１図１０）

図版１４ １ 磁器碗

２ 陶器碗・皿・香炉

３ 陶器擂鉢

４ 陶器捏鉢

５ 陶器甕

６ 第１１号井戸跡出土陶器甕

７ 焙烙

８ かわらけ

図版１５ １ 磁器碗・香炉

２ 須恵器瓶・坏

３ 第１６号土壙出土砥石

４ 砥石

５ 金属製品

６ 第４号井戸跡出土鉄鎌

７ 土製品

８ 桃核

図版１６ １ 第１４号井戸跡木製品（第２４図５）

２ 第７号井戸跡木製品（第２５図９）

３ 第５号井戸跡木製品（第２４図１）

４ 第７号井戸跡木製品（第２５図１０）

５ 第７号井戸跡木製品（第２５図１６）

６ 第７号井戸跡木製品（第２５図１５）

７ 第７号井戸跡木製品（第２５図２２）

８ 第９号井戸跡木製品（第２４図３）



名称（No．） 種 別 時 代 所 在 地
釣上碇遺跡

（No．７７－２０３）
集落跡 古墳 岩槻市大字釣上字碇

１８７３他

Ⅰ 発掘調査の概要

１．発掘調査に至る経過
さいたま都市計画事業岩槻南部新和西特定土地

区画整理事業は、周辺事業と併せて、埼玉高速鉄

道線の浦和美園駅、埼玉スタジアム２００２を核と

した、埼玉の新しい拠点づくりを目指し、UR都

市機構、さいたま市、県が協力して進めている事

業である。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課で

は、このような施策の推進に伴う文化財の保護に

ついて、従前より関係部局との事前協議を重ね、

調整を図ってきたところである。

本事業にかかる埋蔵文化財の所在および取扱い

については、平成９年１２月２日付けさ２１－１４号で、

都市基盤整備公団埼玉地域支社長（当時）より教

育長あて照会があった。

文化財保護課（当時）では確認調査を実施し、

その結果をもとに、平成１４年７月８日付け教文第

５２８号で、釣上碇遺跡の取扱いについて次のよう

に回答した。

１ 埋蔵文化財の所在

工事予定地には以下の埋蔵文化財が所在する。

２ 取扱いについて

上記の埋蔵文化財は現状保存することが望まし

いが、工事計画上やむを得ず上記の埋蔵文化財包

蔵地の現状を変更する場合には、事前に文化財保

護法第５７条の３（当時）の規定に基づく発掘通知

を埼玉県教育委員会教育長あてに提出し、記録保

存のための発掘調査を実施すること。

発掘調査については、財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業団が実施機関としてあたることとし、

都市基盤整備公団、岩槻市（当時）、文化財保護

課、事業団の四者により調査方法、期間等の協議

が行われた。

その結果、調査は平成１５年９月２９日から１１月３０

日、平成１７年１１月２８日から平成１８年３月１０日の２

回に分けて実施された。

なお、文化財保護法第９４条の規定による埋蔵文

化財発掘通知は平成１５年９月５日付けさ２３－３０号

及び平成１７年１１月２８日付けさ５１－１５８号で、独立

行政法人都市再生機構埼玉地域支社長から県教育

長あてに提出され、それに対する保護上必要な勧

告は平成１５年１０月１日付け教文第３－３２７号及び平

成１７年１１月２８日付け教生文第３－７４６号で行った。

また、第９２条の規定による発掘調査届が財団法人

埼玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から提出され

た。

発掘調査の届出に対する指示通知番号は次のと

おりである。

平成１５年１０月１日付け 教文第２－５４号

平成１７年１１月２９日付け 教生文第２－８５号

（埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課）
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２．発掘調査・報告書作成の経過
（１）発掘調査

釣上碇遺跡の発掘調査は、さいたま都市計画事

業岩槻南部新和西特定土地区画整理事業に先立ち、

平成１５・１７年度の２回にわたって実施した。

遺跡の所在する岩槻区南部地域周辺は、大宮台

地鳩ヶ谷支台に沿って流れる綾瀬川が蛇行し、左

岸には自然堤防を幾つも形成しており、遺跡はそ

の自然堤防上に立地している。標高は約４�で、

水田面との比高差は１�に満たない。

後述するように事業地内には、現在５遺跡の所

在が確認されている（第４図）。北から尾ヶ崎新

田深町遺跡、釣上碇北遺跡、釣上碇遺跡、釣上高

岡南遺跡、釣上新田上遺跡の５遺跡である。いず

れも市教育委員会による分布調査や県文化財課に

よる範囲確認調査によって遺跡の内容がある程度

判明している。

以下、年次ごとに発掘調査の経過について見て

行くことにする。

平成１５年度

第１次調査は、平成１５年９月２９日から平成１５年

１１月３０日まで実施した。調査区は屋敷地を挟む南

北２地点で、北側の T字形の調査区を A区、南

側調査区をB区と便宜的に呼称した（第１図）。

発掘地点は事業予定地の街路部分に該当し、線的

な調査である。なお、調査面積はA区５８０�、B

区１９５�の計７７５�である。

９月末までに事務手続きと事務所の設置を終え、

１０月当初からA区の表土掘削に着手した。重機

を使用して遺構確認面まで表土を除去した。発掘

調査は遺構確認作業、基準点測量を経て、各遺構

の掘り下げ、土層断面図・平面図等の作成、遺構

の写真撮影等の調査記録の作成を実施した。

１０月下旬、A区の調査を概ね終了し、調査区全

体の写真撮影を実施した。その後、遺構測量の確

認・補足作業を行い、調査を終了した。

引き続き１１月上旬には南側のB区の表土掘削

を開始した。B区は、現状では周囲の水田面より

も一段高くなっていたが、土層断面の観察から現

地表から約５０～７０�が盛土された部分であること

が確認された。調査の結果、調査区を横断するよ

うに北東から南西に延びる時期不詳の溝跡が３条

検出され、B区周辺における遺構の分布が希薄で

あることが判明した。

１１月中旬、遺構の掘り下げが終了し、B区全体

の写真撮影を行い、遺構平面図を作成し、調査を

ほぼ終了した。その後、両調査区の埋戻し作業や

事務所の撤収などを行い、１１月末に調査をすべて

完了した。

なお、第１次調査で検出された遺構数は、A区

が中・近世の溝跡６条、井戸跡２基、土壙７基、

柵列１条、ピット４２基、B区が時期不詳の溝跡３

第１図 調査区分割図
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条である。

出土遺物の総量は、両調査区合せて陶磁器、土

器、石製品などコンテナ２箱である。

平成１７年度

第２次調査は、平成１７年１１月２８日から平成１８年

３月１０日まで実施した。調査地点は、前回調査を

実施したA区を包括する事業地部分の調査で、

調査面積は３，３３３�である。

１１月末までに事務手続きと事務所設置を終え、

１２月当初から重機を用いて表土掘削に着手した。

表土掘削に併行して、人力による遺構確認作業を

開始し、中旬から遺構の精査を本格的に実施した。

発掘調査は遺構確認作業、基準点測量を経て、各

遺構の掘り下げ、土層断面図・平面図等の作成、

遺構の写真撮影等の調査記録の作成を実施した。

平成１８年１月上旬までに、遺構の調査をほぼ終

了し、１月２５日に調査区の空中写真撮影を実施し

た。その後、遺構平面図の確認・補足作業を行い、

１月下旬には遺構の調査を終了した。その後、調

査区を埋め戻し、事務所の撤去及び事務手続きを

行い、３月上旬までに本事業に伴うすべての調査

を完了した。

なお、第２次調査で検出された遺構数は、掘立

柱建物跡７棟、柵列１条、溝跡１４条、井戸跡１２基、

土壙１７基、ピット３７０基である。ただし、このう

ち２条の溝跡（SD３・７）は、調査区の制約に

より２回にわたって調査を行った。

出土遺物の総量は、土器、陶磁器、木製品など

コンテナ６箱である。

（２）整理・報告書の作成

整理・報告書作成事業は、平成１９年１０月１日か

ら同年１２月２８日までの３ヶ月間にわたって実施し

た。

遺物の水洗・註記作業を行った後、接合・復元

作業を実施した。接合の終了した遺構から順次、

遺物実測を開始した。陶磁器や木製品などを中心

に機械実測（３スペース）を利用して素図を作成

し、この素図をもとに実測図を完成させた。実測

図は製図ペンで墨入れ（トレース）し、必要に応

じて拓影を採った。実測図と拓影図を組み合わせ

てレイアウトを行い、遺物図版の版下を作成した。

遺構図面は図面整理と修正を経て第二原図を作

成した。第二原図はスキャナーでコンピューター

に取り込んだ後、グラフィックソフトでデジタル

トレース・土層説明等の入力データを組み込んで

編集作業を実施し、遺構図版の版下を作成した。

実測遺物はその属性をパソコンに入力し、デー

タ処理・編集して遺物観察表を作成した。また、

遺存度の高い遺物を中心に石膏による復元作業を

行い、一部写真撮影を実施した。併行して調査時

に撮影した写真を選択し、焼付け、トリミング指

示などを行い、写真図版を作成した。

作成したデータを基に原稿を執筆し、遺構図版

・遺物図版・写真などを組み合わせて割付を作成

した。写真・本文の割付作業と原稿執筆を進め、

編集作業に着手した。１２月中旬に大部分の作業を

完了させ、下旬に印刷業者を選定し入稿した。校正

は３回行い、平成２０年２月末に報告書を刊行した。

図面類・写真類・遺物は整理分類して、収納作

業を実施した。
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３．発掘調査・報告書作成の組織
平成１５年度（発掘調査）

理 事 長 桐 川 卓 雄

常務理事兼管理部長 中 村 英 樹

管理部

副 部 長 村 田 健 二

主 席 田 中 由 夫

調査部

調 査 部 長 宮 崎 朝 雄

副 部 長 坂 野 和 信

主席調査員（調査第一担当） 昼 間 孝 志

統 括 調 査 員 西 井 幸 雄

主 任 調 査 員 渡 辺 清 志

平成１７年度（発掘調査）

理 事 長 福 田 陽 充

常務理事兼管理部長 保 永 清 光

管理部

副 部 長 村 田 健 二

主 席 � 橋 義 和

調査部

調 査 部 長 今 泉 泰 之

副 部 長 坂 野 和 信

主席調査員（調査第一担当） 昼 間 孝 志

統 括 調 査 員 新 屋 雅 明

調 査 員 村 端 和 樹

平成１９年度（報告書作成）

理 事 長 刈 部 博

常務理事兼総務部長 岸 本 洋 一

総務部

総 務 部 副 部 長 昼 間 孝 志

総 務 課 長 松 盛 孝

調査部

調 査 部 長 村 田 健 二

調 査 部 副 部 長 礒 � 一

整 理 第 二 課 長 富 田 和 夫

主 査 大 谷 徹

－４－



Ⅱ 遺跡の立地と環境

１．地理的環境
釣上碇遺跡は、埼玉県の南東部、さいたま市岩

槻区大字釣上に所在する。岩槻区は平成１７年４月

１日、旧岩槻市がさいたま市と合併し、１０番目の

新しい区としてスタートした。遺跡は旧岩槻市南

部の綾瀬川と元荒川に挟まれた沖積低地に位置し

ている。中川低地の東縁部にあたり、南流する綾

瀬川の左岸に発達した自然堤防上に立地する。大

きく蛇行する綾瀬川の左岸には幾つもの自然堤防

が発達し、幅数１０～数１００�にまで及んでいる。

これに対して右岸には大宮台地鳩ヶ谷支台が迫り、

自然堤防の形成はあまり顕著でない。台地部との

比高差は６～１０�で、台地部側からは綾瀬川流域

の低地を一望することができる。

これまで自然堤防における遺跡の分布は皆無で、

中世寺院や城館跡、板碑等の所在から中世以降、

本格的な土地利用が開始されたと考えられてきた。

しかし、近年の低地部における発掘調査例の増加

によって、弥生時代以降、低地部の開発が広範に

行なわれていたことが明らかにされつつある。当

該地域でも綾瀬川左岸の自然堤防上に現在１３遺跡

の所在が確認され、自然堤防が古くから人々の生

活の舞台となっていたことが知られる。

古代には利根川本流が古隅田川筋から元荒川筋

へ流下し、武蔵国埼玉郡と下総国葛飾郡との境界

を成していた。同様に綾瀬川筋は旧荒川の流路と

され、足立郡との境になっていた。

ところで「新編武蔵風土記稿」「郡村誌」など

には鉤上とあるが、古文書では鉤上・鈎上・釣上

が混用され、現在では大字名として釣上が用いら

れている。近世には埼玉郡岩槻領釣上村と呼ばれ、

古くは騎西荘越谷郷に属していた。村の中央部を

日光御成街道下道が通り、明治１２年には南埼玉郡

に、同２２年には８カ村が合併して新和村が成立し

た。村名は新しく和をもって始めようとの意であ

る。以後、昭和２９年５月岩槻町、同年７月岩槻市、

平成１７年さいたま市岩槻区へと変遷した。

第２図 遺跡の位置と埼玉県の地形
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２．歴史的環境
釣上碇遺跡の所在する綾瀬川流域の自然堤防上

の諸遺跡については次章で触れることとし、ここ

では大宮台地の遺跡を俯瞰的に概観する。

旧石器時代の遺跡は、岩槻支台では真福寺貝塚

や黒谷田端前遺跡などで細石器やナイフ形石器が

出土しているだけで現状では良好な資料に恵まれ

ていない。一方、芝川に面する鳩ヶ谷支台及び浦

和支台の台地縁辺部を中心に数多くの遺跡が確認

されている。鳩ヶ谷支台では北半部に上野田西台

遺跡、えんぎ山遺跡、鶴巻遺跡、東裏遺跡、南半

部に叺原遺跡、卜伝遺跡、木曽呂表遺跡などが分

布している。浦和支台では大古里遺跡、明花向遺

跡、和田北遺跡、北宿西遺跡、松木遺跡、井沼方

遺跡など多くの遺跡が調査され、AT降灰期以前

の遺跡も確認されている。

縄文時代に入ると大宮台地上に数多くの遺跡が

分布する。草創期の遺跡は岩槻支台ではまだ確認

されていないが、鳩ヶ谷支台のえんぎ山遺跡では

隆起線文・爪形文・多縄文系土器などが出土し、

該期の基準資料を提供している。

早期に入ると、遺跡の規模や数が飛躍的に増加

する。浦和支台の大古里遺跡はその代表的な遺跡

である。撚糸文・沈線文・条痕文系土器をはじめ

１００基を越える炉穴群と２軒の住居跡が調査され

ている。また北宿西遺跡や明花向遺跡ではスタン

プ状石器と呼ばれる食物加工用石器が出土してい

る。この他に浦和支台では松木遺跡、井沼方遺跡、

梅所遺跡、芝原遺跡、和田北遺跡、鳩ヶ谷支台で

は東裏西遺跡などが知られている。

早期の末頃から気候の温暖化が徐々に進んでい

く。そして前期には海進がピークを迎え、大宮台

地の縁辺部から開析谷周辺にかけて数多くの貝塚

や集落が形成されるようになる。

この時期の貝塚では岩槻支台に学史的にも著名

な黒谷貝塚をはじめ、浮谷貝塚、飯塚貝塚、飯塚

南貝塚、訳山貝塚などが分布しているほか、芝川

左岸の大和田片柳支台の八雲貝塚、原山貝塚、同

右岸浦和支台内陸部の太田窪貝塚などがある。集

落跡には浦和支台の井沼方遺跡、会ノ谷遺跡、松

木遺跡、大古里遺跡、北宿遺跡などが挙げられる。

周辺遺跡
１ 釣上碇遺跡 ２７黒谷貝塚 ５３三室遺跡 ７９東中尾遺跡 １０５大門貝塚
２ 釣上碇北遺跡 ２８高曽根上曽根遺跡 ５４南宿北遺跡 ８０大北遺跡 １０６東裏遺跡
３ 釣上新田上遺跡 ２９高曽根内出遺跡 ５５松ノ木遺跡 ８１宮前遺跡 １０７東裏西遺跡
４ 尾ヶ崎新田深町遺跡 ３０高曽根中曽根遺跡 ５６松木遺跡 ８２井沼方馬堤遺跡 １０８えんぎ山遺跡
５ 釣上高岡南遺跡 ３１高曽根東前遺跡 ５７芝原遺跡 ８３井沼方遺跡 １０９椚谷遺跡
６ 釣上内谷遺跡 ３２末田外野遺跡 ５８水深北遺跡 ８４井沼方南遺跡 １１０南方遺跡
７ 釣上高岡遺跡 ３３野島氏館 ５９水深遺跡 ８５川口市No．１３６遺跡 １１１川口市No．５遺跡
８ 笹久保新田井戸田遺跡 ３４越谷市No．９遺跡 ６０梅所遺跡 ８６明花東遺跡 １１２精進場遺跡
９ 笹久保新田葭戸遺跡 ３５大道遺跡 ６１駒形遺跡 ８７明花南遺跡 １１３上台遺跡群
１０横根池組遺跡 ３６大道第２遺跡 ６２駒形北遺跡 ８８明花向遺跡 １１４戸塚上台遺跡
１１横根上組遺跡 ３７さいたま市A－１７８遺跡 ６３駒前遺跡 ８９明花上ノ台遺跡 １１５野伝場遺跡
１２谷下鎮守前遺跡 ３８八雲貝塚 ６４不動北遺跡 ９０善前南遺跡 １１６川口市No．１０２遺跡
１３谷下鎮守裏遺跡 ３９原山貝塚 ６５原山坊ノ在家遺跡 ９１小松原高校遺跡 １１７四本竹遺跡
１４加倉中島遺跡 ４０上ノ宮遺跡 ６６不動谷南遺跡 ９２太田窪貝塚 １１８川口市No．１１９遺跡
１５柏崎中組遺跡 ４１上野田膝子遺跡 ６７駒形南遺跡 ９３円正寺遺跡 １１９木曽呂表遺跡
１６柏崎遺跡 ４２さいたま市A－１１６遺跡 ６８中尾中丸遺跡 ９４後遺跡 １２０叺原遺跡
１７真福寺貝塚 ４３さいたま市A－３遺跡 ６９大間木内谷遺跡 ９５膝子八幡神社遺跡 １２１八本木遺跡
１８木曽良貝塚 ４４篠山遺跡 ７０会ノ谷遺跡 ９６さいたま市A－２０遺跡 １２２川口市No．１２８遺跡
１９飯塚原地遺跡 ４５大古里遺跡 ７１梅所南遺跡 ９７さいたま市A－２１遺跡 １２３川口市No．１２９遺跡
２０飯塚北貝塚 ４６北宿遺跡 ７２和田北遺跡 ９８上野田西台遺跡 １２４卜伝遺跡
２１飯塚貝塚 ４７北宿西遺跡 ７３和田西遺跡 ９９中里遺跡 １２５石神貝塚
２２南下新井番場北遺跡 ４８北宿南遺跡 ７４和田南遺跡 １００谷ノ前遺跡 １２６上一斗蒔遺跡
２３飯塚南貝塚 ４９馬場北遺跡 ７５西谷遺跡 １０１中野田中原遺跡 １２７新井宿下一斗蒔遺跡
２４浮谷貝塚 ５０馬場東遺跡 ７６吉場遺跡 １０２鶴巻遺跡 １２８猿貝北遺跡
２５訳山貝塚 ５１馬場小室山遺跡 ７７広ケ谷戸稲荷越遺跡 １０３下野田本村遺跡 １２９猿貝貝塚
２６黒谷田端前遺跡 ５２松木北遺跡 ７８とうのこし遺跡 １０４下野田稲荷原遺跡
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第３図 周辺遺跡分布図
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前期の中頃以降は気候の寒冷化により、海の状

況が変化したため遺跡の規模・数ともに減少する。

中期後半から後期において特筆すべき遺跡として

浦和支台の馬場小室山遺跡がある。過去３０数回に

及ぶ調査において縄文時代中期から晩期を中心と

した大規模な集落跡であることが明らかにされて

いる。この他に原山坊ノ在家遺跡や駒形北遺跡、

会ノ谷遺跡なども同時期の遺跡である。

概して後期から晩期にかけての遺跡は減少傾向

にあるが、大宮台地南部では先述の馬場小室山遺

跡をはじめ、岩槻支台の真福寺貝塚、黒谷田端前

遺跡など著名なものが多い。馬場小室山遺跡では

県指定文化財の人面画土器や土偶装飾土器などの

優品をはじめ、土偶、土版、独鈷石などさまざま

な信仰遺物が出土している。また鳩ヶ谷支台南半

部の猿貝貝塚は晩期安行式土器の標準資料を出土

した遺跡としてつとに知られる。

その後、弥生時代前期までの遺跡の所在は周辺

地域と同じく確認されていない。中期に入ると台

地縁辺部を中心に集落が再び形成され様相が一変

する。鳩ヶ谷支台北部の上野田西台遺跡では１６軒

の住居跡が調査され、抉入磨製石斧や鉄製釶が出

土している。また芝川右岸浦和支台の明花向遺跡

では方形周溝墓や集落を囲む環濠が検出された。

一方、釣上碇遺跡周辺では笹久保新田の自然堤防

上の遺跡から底部に穿孔した壺が出土しており、

方形周溝墓の存在が想定されている。この時期に

生活の舞台が台地上から低台地や自然堤防にまで

広がっていったことが容易に察せられる。

後期になると遺跡の数は増加し、中期に引き続

いて台地縁辺部を中心に分布する。鳩ヶ谷支台で

は下野田稲荷原遺跡、下野田本村遺跡、東裏西遺

跡、上野田西台遺跡、谷ノ前遺跡などがある。ま

た芝川右岸の浦和支台東縁辺部には県内でも最大

規模の環濠集落である井沼方遺跡が所在する。こ

れまでに１０数次に及ぶ発掘調査が実施され、環濠

集落と方形周溝墓群が検出されている。方形周溝

墓の中には主体部から鉄剣やガラス玉を出土した

ものがあり、有力者の存在を暗示する。この他に

も大規模な環濠集落の馬場北遺跡、北宿遺跡、芝

原遺跡、宮前遺跡、梅所南遺跡など数多く分布し、

拠点集落を核とした地域社会が形成されているこ

とを雄弁に物語っている。

弥生時代終末から古墳時代初頭にかけては継続

する遺跡が多く認められるが、古墳時代前期以降

には遺跡数が大幅に減少し、集落や古墳の多くは

大宮台地西部の荒川低地側に大きく移動し、集落

の再編が図られたようである。

奈良・平安時代には、再び台地上に集落が営ま

れる。概して小規模なものが多く、代表的な遺跡

として鳩ヶ谷支台の下野田稲荷原遺跡、下野田本

村遺跡、東裏遺跡などが挙げられる。このうち下

野田稲荷原遺跡では平安時代の竪穴住居跡から須

恵器に伴ってロクロ土師器の坏・�などの供膳器

の出土が目立つ。周辺では浦和支台の和田北遺跡

や大和田片柳支台の東北原遺跡、御蔵野山中遺跡

などでロクロ土師器を生産したと考えられる土器

焼成壙が検出されている。その成立については下

総地域などの強い影響を読み取ることができ、大

宮台地の地理的特性を示す事象といえよう。

この他に該期の遺跡として浦和支台の大間木内

谷遺跡、駒形遺跡、駒前遺跡、北宿遺跡、宮前遺

跡、松木遺跡など数多くの遺跡が分布する。

一方、台地上の遺跡のみならず、元荒川流域の

自然堤防上にも右岸には末田外野遺跡、高曽根中

曽根遺跡、左岸には大道遺跡、大道第２遺跡など

が出現する。このうち大道遺跡では平安時代の竪

穴住居跡６軒、土器焼成壙と考えられる２基の土

壙が調査されている。釣上碇遺跡をはじめとする

自然堤防上への集落の展開は、古隅田川流域の遺

跡分布とあわせて、付近の自然堤防が形成・安定

化したことを示す。こうした遺跡分布の動態から

河川流路の変遷過程の復元が試みられている。（埼

葛地区文化財担当者会２００７）。
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Ⅲ 遺跡の概要
釣上碇遺跡は、埼玉高速鉄道線浦和美園駅の東

約１k�に位置し、国道４６３号バイパスと県道蒲

生・岩槻線が交差する釣上交差点の北西約４００�

に所在している。大宮台地鳩ヶ谷支台に沿って南

流する綾瀬川左岸の沖積平野に発達した自然堤防

上に立地し、標高４�前後の自然堤防と低地が複

雑に入り組んだ地勢を示している。現況でも水田

面に部分的に高低差が見られ、島状に取り残され

た微高地なども多く、現地形から旧地形を推定す

ることは難しい。おそらく自然堤防を分断するよ

うに旧河道が複雑に蛇行しているのであろう。

現地に立つと綾瀬川のほとりに広がる水田地帯

に屋敷地が点在するのどかな田園風景を残す一方

で、埼玉スタジアム２００２や浦和美園駅を中心に

急速な都市化の波が押し寄せ、大きく変貌をとげ

つつある。

釣上碇遺跡は、平成１３・１４年度に文化財保護課

（当時）によって実施された範囲確認調査で、方

形周溝墓と考えられる溝跡や古墳時代前期の土師

器が検出されたことにより埋蔵文化財包蔵地（旧

岩槻市No．７７－２０３）として登録された経緯があ

る。遺跡の分布範囲は東西約１２０�、南北約１５０

�で、中心部分は宅地部分となり、周辺には水田

が広がり、島状の微高地を形成している。

発掘調査は、平成１５・１７年度の２回にわたって

実施した（第１・５図）。工事施工の関係で、第

１次調査A区と第２次調査区は隣接地点を２回

に分けて調査を実施しているが、ここでは両者を

まとめて報告する（第Ⅳ章－１）。また第１次調査

B区（大字釣上字碇１９０２番地２他）は別地点と

してその概要を報告する（第Ⅳ章－２）。

第１次調査A区・第２次調査において検出さ

れた遺構は、平安時代の溝跡２条、土壙１基、中

・近世の掘立柱建物跡７棟、柵列２条、溝跡１８条、

井戸跡１４基、土壙２３基、ピット４１２基である。ま

た、第１次調査B区では時期不詳の溝跡３条を

検出した。

以下、各調査地点の概要について説明する。

第１次調査A区・第２次調査区で検出された

平安時代の遺構は、第１・７号溝跡の２条と第１６

号土壙である。第１号溝跡は調査区東部を南西か

ら北東に向って走行し、ロクロ土師器坏と須恵器

坏の底部を円板状に再加工したものが出土してい

ることから該期に位置づけられる。また第７号溝

跡は調査区縁辺を地形に沿って走行していること

から集落域の外縁を区画する溝と考えられる。第

１６号土壙は長軸長１．７２�の楕円形を呈する土壙

で、壁際に３個体のロクロ土師器の坏・�類がま

とめられ、底面中央部から砥石１点が出土した。

土壙の平面形や遺物の出土状態から土壙墓の可能

性が高い。出土したロクロ土師器の特徴から９世

紀末葉から１０世紀初頭に位置づけられる。

中・近世の遺構は、掘立柱建物跡７棟、柵列２

条、溝跡１８条、井戸跡１４基などで構成された屋敷

地の一部と考えられる。

掘立柱建物跡は、第１０号溝跡や鍵の手状に屈曲

する第８号溝跡によって区画された範囲に所在す

る。その分布のあり方は中央部から北西部にかけ

て展開する第１～３号掘立柱建物跡の３棟からな

る一群と、中央部から東側にかけて展開する第４

～７号掘立柱建物跡の４棟からなる一群に大きく

二分される。３間×２間が３棟、２間×２間が４

棟検出され、束柱をもつものが多い。３間×２間

の掘立柱建物跡は北西から南東方向に主軸を採り、

いずれも高所に構築されている。このうち第５号

掘立柱建物跡の柱穴からは陶器捏鉢の破片が出土

した。なお、掘立柱建物跡については出土遺物が

ほとんどないため年代の決め手を欠くが、周囲に

位置する井戸跡の出土遺物などを勘案すると、近

世段階の所産と想定される。しかし、一部は中世
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第４図 釣上碇遺跡と周辺の地形
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にまで遡る可能性を残している。

井戸跡は掘立柱建物跡との配置関係から建物の

傍に構築されているようである。このうち第７号

井戸跡には多量の建築材が廃棄されていた。また

第１４号井戸跡では井戸側に利用された結桶の箍

（タガ）の一部が検出された。これは江戸遺跡な

どで検出されている、底を抜いた結桶を入れ子状

に数段重ねた構造の井戸側が存在した可能性を示

している。遺物では、第５号井戸跡から出土した

曲物柄杓が注目される。

今回の調査では平安時代から中・近世におよぶ

遺構・遺物が検出され、予想以上の成果を挙げる

ことができた。ただし、従前の調査で指摘されて

いた古墳時代前期の遺構については、土師器の小

型高坏の破片が近世の溝跡から出土しただけで、

明確にすることはできなかった。しかし、遺跡形

成の端緒は古墳時代前期にまで遡ることは間違い

ないであろう。

第１次調査B区は遺跡範囲の南端に位置し、

街路予定地の調査である。調査範囲は部分的で、

調査区を横断するように平行に延びる３条の溝跡

が検出されたにすぎない。

次に、事業地内における遺跡を中心に周辺の遺

跡群の様相について概観したい。

現在、事業地内には分布調査や範囲確認調査に

よって５遺跡の所在が確認されている。北から尾

ヶ崎新田深町遺跡（No．７７－２０５）、釣上碇北遺跡

（No．７７－２００）、釣上碇遺跡（No．７７－２０３）、釣

上高岡南遺跡（No．７７－２０７）、釣上新田上遺跡

（No．７７－２０１）である。さらに事業地外の自然

堤防東側縁辺部には釣上高岡遺跡（No．７７－１９９）

が確認されている（第４図）。

尾ヶ崎新田深町遺跡は事業地内の北端に位置す

る。自然堤防の縁辺部に立地し、遺跡範囲は長軸

約６０�、短軸約４０�の略楕円形である。試掘調査

によって古墳時代前期の住居跡１軒が検出され、

壺・甕・小型器台等の古式土師器が出土した。

釣上碇北遺跡は、釣上碇遺跡の北側約２００�に

隣接する。遺跡範囲は南北約３３０�、東西約９０�

の広範囲に分布する。縄文土器（後期）、土師器

（弥生～古墳）、かわらけ等が表採されている。

釣上高岡南遺跡は、釣上碇遺跡の南東側に隣接

する。遺跡範囲は南北約１２０�、東西約８０�であ

る。同じく範囲確認調査によって土壙・溝跡等が

検出され、土師器・須恵器等が出土した。

釣上新田上遺跡は、釣上碇遺跡の南側約２５０�

に隣接する。遺跡範囲は南北約１１０�、東西約７０

�で、南側の一部は国道４６３号バイパス建設に先

立ち範囲確認調査が行なわれている。縄文土器、

土師器、かわらけ等が表採されているほか、平成

１５年度に実施された範囲確認調査では古墳時代前

期の住居跡が検出された。

釣上高岡遺跡は、釣上碇北遺跡の北東側約２５０

�に所在し、新義真言宗の円福寺境内を中心に分

布する。弥生・古墳時代前期の集落跡である。

このように釣上碇遺跡の所在する自然堤防には

古墳時代前期以降に形成された数多くの遺跡が分

布しており、綾瀬川流域の開発が古墳時代前期以

降に本格化したことが窺われる。該期には鳩ヶ谷

支台上にも下野田稲荷原遺跡、下野田本村遺跡、

東裏遺跡等の遺跡が数多く分布し、中には東裏遺

跡のように方形周溝墓を伴う遺跡も出現する。今

後は、低地部の遺跡群と台地上の遺跡群の関連性

を遺跡群の動態の中に位置づけていくことが大き

な課題である。

また、綾瀬川左岸の自然堤防上には弘長三

（１２６３）年を初見に１３世紀後半から板碑の分布

が見られ、鎌倉時代以降において積極的な土地利

用がなされている。釣上碇遺跡で検出された屋敷

跡もこうした地域史の中に位置づけていくことが

必要である。同様に、近世には代官頭伊奈忠次に

よって綾瀬川流域の低湿地開発を目的に備前堤が

開鑿され、江戸初期から新田開発が盛んに行なわ

れたことが大きな影響を与えているのであろう。
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第５図 釣上碇遺跡全体図
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Ⅳ 遺構と遺物

１．第１次調査A区・第２次調査
（１）掘立柱建物跡

第１号掘立柱建物跡（第６図）

第１号掘立柱建物跡は、調査区北西部のC－６

グリッドに位置する。北西側は水田の土取りのた

め確認面が一段下がっていた。また、土取り範囲

との境界に第８号土壙が重複しているが、新旧関

係については不明である。周囲には東側に第５・

１４号井戸跡、南西側に第６号井戸跡が隣接する。

桁行３間、梁行２間の側柱建物跡である。桁行

寸法は５．７０�、梁行寸法は３．３０�、主軸方位は

N－３６°－Wを指す。桁行の柱間寸法は１．９０�等

間に揃う。一方、梁行の柱間寸法は P１－P１０間

が１．５０�、P９－P１０間が１．８０�と不揃いで、南東

第６図 第１号掘立柱建物跡
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側梁行も同様である。

柱穴は直径２６～５９�の円形で、比較的小規模で

ある。深さも１６～４５�と全体的に浅い。柱痕は第

２層の暗褐色土を想定することができる。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第２号掘立柱建物跡（第７図）

第２号掘立柱建物跡は、調査区中央部北寄りの

D・E－７グリッドを中心に、一部D・E－８グリ

ッドにかかる。東側柱筋に第１８号土壙が重複し、

それを切っていた。北側には第３号掘立柱建物跡

が近接する。束柱（P９）をもつ２間×２間の側

柱建物跡と考えられる。桁行寸法、梁行寸法とも

に３．６０�で、各柱間寸法は１．８０�等間に揃う。

主軸方位はN－１３°－Wを指す。

柱穴は小規模で、直径２２～３５�の円形を基調と

する。深さは１２～４２�と浅いものが多い。P９は

中心をはずれることから束柱でない可能性もある。

土層断面は第２層が柱痕、第３・４層が掘方埋土

に相当する。

出土遺物がないため、時期は不明である。

第３号掘立柱建物跡（第８図）

第３号掘立柱建物跡は、調査区中央部北寄りの

D－７グリッドを中心位置し、北端部がC－７、D

－８グリッドにかかる。南東側梁行に第１７号土壙

が重複するが、新旧関係は不明である。

桁行３間、梁行２間の側柱建物跡である。桁行

第７図 第２号掘立柱建物跡
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第８図 第３号掘立柱建物跡
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寸法は７．４０�、梁行寸法は３．６０�、主軸方位は

N－４５°－Wを指す。今回検出された建物跡の中

では最も規模が大きい。

桁行はやや変則的で、P１－P３間の柱間寸法は

１．９０�等間に揃えているが、P３－P４間は３．６０�

と柱間寸法が長い。梁行は北西側は柱間柱を欠い

ているものの、南東側の柱間寸法は１．８０�等間

に揃える。

柱穴は円形を基調とし、直径３２～４９�、深さ２５

～５８�を測り、他の建物跡と比較すれば一回り大

きな掘方となる。P４の土層断面は第１層が柱痕、

第２～４層が掘方埋土に該当する。

遺物はまったく出土していない。時期について

は不明である。

第４号掘立柱建物跡（第９図）

第４号掘立柱建物跡は、調査区中央部の F－７

グリッドに位置する。北西側に第１１号井戸跡、南

東側に第９号井戸跡が近接する。

２間×２間の側柱建物跡である。桁行寸法は

４．００�、梁行寸法は３．４０�、主軸方位はN－２０°

－Wを指す。桁行の柱間寸法は２．００�等間とな

る。梁行は南側の柱間柱を欠くが、北側の柱間寸

法は１．７０�等間に揃う。柱穴は円形を基調とし、

直径２０～５４�、深さ２２～５４�である。ピットの土

層は明確でないが、第２層が柱痕に相当しようか。

遺物はまったく出土していない。時期について

は不明である。

第９図 第４号掘立柱建物跡
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第１０図 第５号掘立柱建物跡・出土遺物
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第５号掘立柱建物跡（第１０図）

第５号掘立柱建物跡は、調査区東端部の F－１０

グリッドに位置する。北側に第１２号井戸跡、東側

に第１３号井戸跡が近接する。桁行３間、梁行２間

の側柱建物跡で、P１０・１１は束柱の可能性がある。

桁行寸法は５．４０�、梁行寸法は４．００�、主軸方

位はN－２２°－Wを指す。桁行の柱間寸法は１．８０

�等間に揃う。一方、梁行は北側の柱間柱を欠い

ているが、南側は柱間寸法２．００�等間である。

柱穴は円形を基調とし、直径２３～４７�、深さ２２

～５６�である。当りの部分が小穴状となるものも

ある。土層断面は明確でないが、第２層は柱痕、

第３・４層は掘方埋土に相当しよう。

遺物は、P２の埋土中層から陶器捏鉢の底部片

が出土した（第１０図１）。体部外面はやや粗いナ

デを施し、底面に砂粒の圧痕を残す。内面は体部

に横方向の木口状工具によるナデを施し、部分的

に縦位のナデを加える。時期は明確でないが、近

世の所産であろう。

第６号掘立柱建物跡（第１１図）

第６号掘立柱建物跡は、調査区東部南寄りの F

・G－９グリッドに位置する。調査区の制約によ

り第１次調査と第２次調査の２回にわたって調査

を実施した。南東隅部を第１号溝跡が斜めに横切

っているが、新旧関係については不明である。な

お、南側梁行の柱筋に軸を揃えて第１号柵列が延

びている。

桁行２間、梁行１間の側柱建物跡である。桁行

寸法は３．４０�、梁行寸法は２．７０�、主軸方位は

N－１２°－Wを指す。桁行の柱間寸法は１．７０�等

第１１図 第６号掘立柱建物跡
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間であるが、やや芯々をはずれる。

柱穴は円形を基調とし、直径２１～３４�、深さ２０

～２８�と全体に小規模である。ピットの土層断面

では明確でないが、第２・３層が柱痕に相当する

ようである。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第７号掘立柱建物跡（第１２図）

第７号掘立柱建物跡は、調査区中央部南寄りの

G－７グリッドに位置する。北側に第１０号井戸跡、

西側に第２３号土壙が近接する。

束柱（P８）をもつ２間×２間の側柱建物跡で

ある。桁行寸法は４．４０�、梁行寸法は３．２０�、

主軸方位はN－７４°－Eを指す東西棟である。

桁行の柱間寸法はおよそ２．２０�等間となるが、

やや芯々をはずれる。梁行は西側の柱間柱を欠き、

東側の柱間寸法は１．６０�等間で、桁行に比べ短

くなっている。

柱穴は円形を基調とし、直径２０～３５�、深さ９

～３２�と全体に小規模で、深度も浅い。

遺物が出土していないため、時期は不明である。

第１２図 第７号掘立柱建物跡
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（２）柵 列

柵列は２条を検出した。掘立柱建物跡に伴うよ

うに配置されており、板塀の支柱として屋敷地を

区画し、遮蔽するような機能をもっていたものと

想定される。

第１号柵列（第１３図）

第１号柵列は、調査区南東部のG－８・９グリッ

ドに位置し、第１次調査において検出された。

５本の柱穴が東西方向に直線状に並び、東側延

長線上には第６号掘立柱建物跡が位置する。建物

跡の南側柱筋がその線上に乗っている。全長８．８

�で、主軸方位はN－７７°－Eを指す。

柱穴は円形を基調とし、直径２８～５０�、深さ２８

～４０�を測る。柱間寸法は P１－P４間は２．３０�

等間であるが、P４と P５の間隔はやや短くなり、

１．９�を測る。土層断面の観察では P１と P３に

柱痕が確認された。なお、P５は他のピットに比

べ一回り大きく二段に掘り込まれていた。

出土遺物がなく、時期は不明である。

第２号柵列（第１３図）

第２号柵列は、調査区中央部北寄りのD－８グ

リッドに位置しており、第２次調査において検出

された。

４本の柱穴によって構成され、おおよそ東西方

向に直線状に並び、全長７．３０�、主軸方位はN

－７６°－Eを指す。P２のみが僅かに北側へずれ

る。第２号掘立柱建物跡の東側に位置し、建物と

の間隔は約１．８�を測る。

柱穴は円形を基調とし、直径２９～３７�、深さ３１

～３７�である。柱間寸法は P１－P２間が２．４�、

P２－P３間が２．５�、P３－P４間が２．４�とや

や不揃いである。

出土遺物がなく、時期は不明である。

第１３図 第１・２号柵列
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（３）溝 跡

溝跡は計２０条が検出された。このうち出土遺物

や覆土の状態、重複関係などから第１号溝跡と第

７号溝跡の２条が平安時代に、それ以外は中世以

降に掘削されたものと考えられる。

a．平安時代

第１号溝跡（第１４図）

第１号溝跡は、調査区東部の F－９・１０、G－９

グリッドに位置する。第６号掘立柱建物跡と一部

重複しているが、新旧関係については不明である。

なお、調査時には第２１号溝跡と編号していたが、

整理段階に新番号を付した。

南西から北東に向ってほぼ直線的に延びており、

北端部は撹乱によって壊される。確認長１７．７５�、

幅０．２８～０．７０�、深さ０．０４～０．１０�である。主軸

方位は、N－３４°－Eを指す。

遺物は、平安時代のロクロ土師器坏、須恵器坏

などが埋土中から出土した（第１６図１・２）。１

は内面及び外面の一部に黒色処理を施したロクロ

土師器の坏である。底部を欠損するため�の可能

性もある。２は南比企窯産の須恵器坏の底部片で

ある。ロクロ右回転による底部糸切り離し未調整

で、周縁部を打ち欠き円板状に再加工を施す。周

縁部は二次的な磨耗痕が顕著で、内底面も平滑で

ある。用途については明確でないが、転用紡錘車

の未成品であろうか。

第７号溝跡（第１７図）

第７号溝跡は、調査区北端から南に向かって延

び、「く」の字に折れ曲がり、南東方向に直線的

に走行し、東端部は調査区外に延びる。B～F－５、

E～G－６、G・H－７グリッドに位置し、第１次調

査と第２次調査の２回にわたって調査を実施した。

第３・８号溝跡、第３号井戸跡、第１０・１３号土

壙と重複関係にあり、それぞれの遺構に切られて

いることが、土層断面の観察から判明した。

全長６７．８�以上で、幅０．４５～１．９０�、深さ０．１９

～０．６１�である。走行方位は、西側でN－２０°－

E、屈曲した南側ではN－３１°－Wを指す。

遺物は胴部外面に濃緑色の自然釉の掛かる須恵

器瓶の破片があるにすぎない（第１６図８）。

b．中世以降

第１４図 第１号溝跡
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第２・３・４号溝跡（第１５図）

第２・３・４号溝跡は、調査区北西端部のB－

５・６グリッドに位置し、第１次調査と第２次調査

の２回にわたって調査を実施した。

３条の溝跡が東西方向に重なり合いながら走行

する。それぞれの重複関係は明確でないが、先行

する第３号溝跡に第２・４号溝跡が合流したもの

であろう。東端部は調査区外に延び、中央部で第

第１５図 第２～６・９号溝跡
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７号溝跡と直交し、それを切っている。

第２号溝跡は、確認長５．２８�、幅０．３５～０．４６�、

深さ０．１３～０．２５�である。主軸方位は、N－８９°

－Wを指す。第３号溝跡は、確認長１３．３６�、幅

０．２１～０．４７�、深さ０．０６～０．１８�で、やや蛇行

しながら走行する。主軸方位は、N－８９°－Wを

指す。第４号溝跡は、確認長８．８６�、幅０．２６～

０．４３�、深さ０．０７～０．１８�である。主軸方位は、

N－８４°－Wを指す。３条とも埋土は概ね自然堆

積を示し、底面はほぼ平坦で掘り込みは浅い。

遺物は、第２号溝跡から近世の焙烙（第１６図３）、

第３号溝跡から古墳時代前期の高坏（同４）、第

４号溝跡から近世の磁器坏、天目�、焙烙（同５

～７）などが出土した。

このうち４の高坏は小破片のため詳細は不明で

あるが、東海系の小型有稜高坏であろう。直接遺

構に伴う遺物ではなく、周辺からの流れ込みと考

えられる。しかし、この自然堤防上における該期

の遺構の存在を示す貴重な遺物である。

第５号溝跡（第１５図）

第５号溝跡は、調査区南部のH－７グリッドを

中心に、一部G－７グリッドにかかる。第１次調

査において検出されたもので、北西から南東に向

って直線的に延びる。北西端部は掘り込みが浅く

なり、第２次調査では検出できなかった。確認長

２．１６�、幅０．１９～０．４０�、深さ０．０１～０．０５�で

ある。主軸方位は、N－３１°－Wを指す。

出土遺物はない。

第６号溝跡（第１５図）

第６号溝跡は、調査区南端部のH－７・８グリッ

ドに位置する。調査区際を南西から北東に向って

直線的に延びる。全長４．７１�、幅０．１８～０．３２�、

深さ０．０３～０．０５�である。主軸方位は、N－６０°

－Eを指す。底面は概ね平坦で、掘り込みは浅い。

遺物は出土しなかった。

第８号溝跡（第１７図）

第８号溝跡は、調査区中央部西寄りの F－５・６、

G－６・７グリッドに位置する。第７・１０号溝跡と

重複し、第７号溝跡を切っていることが土層断面

から判明したが、第１０号溝跡との新旧関係につい

ては調査区の制約から明確にし得ない。

第７号溝跡に接するように南東から北西に向っ

て走行し、北西端部で直角に折れ曲がり南西に大

きく向きを変える。さらに溝幅を広げながら、調

査区際で第１０号溝跡に合流する。確認長２４．３�、

幅０．５１～２．６８�、深さ０．０７～０．２４�。主軸方位

は、北西側でN－５７°－E、南側でN－３９°－W

を指す。埋土は大きく４層に区分される。底面は

概ね平坦である。遺物は細身の管状土錘の破片が

出土したにすぎない（第１６図１２）。

第９号溝跡（第１５図）

第９号溝跡は、調査区北西端部のB－５グリッ

ドに位置し、第２次調査において検出された。

北東から南西方向に直線的に延びる全長２．８３�、

幅０．３６～０．５４�、深さ０．１１～０．１６�の小規模な

溝跡である。主軸方位は、N－４０°－Eを指す。

埋土は２層に区分され、自然堆積を示す。底面

は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。

遺物は出土しなかった。

第１０号溝跡（第１７図）

第１０号溝跡は、調査区西端部から南縁にかけて

弓なりに走行する比較的大きな溝跡である。C～

E－４、E～G－５、G・H－６グリッドに位置する。

第８・１１・１６号溝跡と重複しているが、新旧関係

については明確でない。しかし、第８・１１号溝跡

はほぼ直交するように合流することから関連性が

窺われる。南端は調査区域外へと延び全容は不明

であるが、確認長５３．７０�、幅０．７８～１．６３�、深

さ０．１２～０．３８�を測る。主軸方位は、N－２１°－

Wを指す。埋土は大きく４層に区分される。底

面は概ね平坦で、断面形は逆台形に近い。

遺物は、溝跡北西側の埋土から９の須恵器瓶、

１１の陶器捏鉢が出土したほか、１０の常滑系の甕が

ある（第１６図９～１１）。９は瓶類の胴部破片であ
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る。破断面に二次的な研磨が施され、砥石などに

転用された可能性がある。胎土等の特徴から東金

子窯産と考えられる。他の遺物が中・近世のもの

であることから混入であろう。

第１１号溝跡（第１７図）

第１１号溝跡はE－４グリッドに位置し、第１０号

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎土 焼成 色調 出土位置・備考
第１６図１ SD１ 土師器 坏か （１４．０）［２．７］ １０ B・C・F・G・J 普通 鈍い橙 内外面黒色処理 酸化焔焼成
第１６図２ SD１ 須恵器 坏 底部 A・G・H・J 良好 灰白 円板状に再加工 周縁打ち欠き後磨耗
第１６図３ SD２ 土器 焙烙 破片 A・B・G・J 普通 鈍い黄橙 成型技法：型 体部外面指頭圧痕
第１６図４ SD３ 土師器 高坏 ［３．１］ ６０ A・C・F・G・J 普通 鈍い黄橙 小型有稜高坏 内外面磨耗顕著
第１６図５ SD４ 磁器 坏 ［１．３］ ３．０ ８０ A・G 良好 灰白 肥前産「大明年製」１８C中～後
第１６図６ SD４ 陶器 碗 （１１．１）［５．５］ ２０ A・G 良好 灰白 瀬戸美濃産 天目碗 鉄釉 １８C後
第１６図７ SD４ 土器 焙烙 破片 A・B・G 普通 灰白 成型技法：型 体部外面指頭圧痕
第１６図８ SD７ 須恵器 瓶 破片 A・G・J 良好 灰 東海産か 外面自然釉掛かる
第１６図９ SD１０ 須恵器 瓶 破片 A・C・J 良好 青灰 東金子窯産か 破断面二次的に磨耗
第１６図１０ SD１０ 陶器 甕 破片 A・G・J・K 良好 褐灰 常滑系 肩部破片 外面自然釉
第１６図１１ SD１０ 陶器 捏鉢 破片 A・G・J・K 良好 鈍い橙 SB５No．１と同一個体か
第１６図１２ SD８ 土製品 土錘 残長：３．３cm 径：０．５×０．５cm 孔径：０．２cm 重さ：０．５g 残存：端部欠損 色調：鈍い橙色

第１６図 溝跡出土遺物

第１表 溝跡出土遺物観察表
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第１７図 第７・８・１０・１１・１６号溝跡
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溝跡の北端付近に直交するように取り付き、南西

側は調査区域外に延びる。

確認長５．０４�、幅０．９３～１．２０�、深さ０．２８～０．３１

�である。主軸方位は、N－５７°－Eを指す。

埋土は５層に区分される。底面は平坦で、断面

形は逆台形である。遺物は出土しなかった。

第１２号溝跡（第１８図）

第１２号溝跡は、調査区中央部西寄りのD・E－

６グリッドに位置し、第１５号土壙及び第１３号溝跡

が同一線上に縦列している。

北西から南東方向に直線的に延び、全長７．３４

�、幅０．１４～０．４８�、深さ０．０３～０．０５�である。

主軸方位は、N－３４°－Wを指す。底面は概ね平

坦である。遺物は出土しなかった。

第１３号溝跡（第１８図）

第１３号溝跡は、調査区中央部西寄りのD－６グ

リッドに位置し、第１８・１９号溝跡と重複関係にあ

るが、新旧関係は不明である。

北西から南東に向いやや蛇行する。全長３．８３

�、幅０．４８～０．５３�、深さ０．０５～０．１３�である。

主軸方位は、N－２５°－Wを指す。底面は概ね平

坦で、掘り込みは浅い。遺物は出土しなかった。

第１４号溝跡（第１８図）

第１４号溝跡は、調査区南部のH－６グリッドに

位置し、第２４号土壙と重複する。

北西から南東に直線的に延びる。全長５．８４�、

幅０．３２～０．７５�、深さ０．１５～０．２６�である。主軸

方位は、N－４５°－Wを指す。底面は概ね平坦で

ある。遺物は出土しなかった。

第１５号溝跡（第１８図）

第１５号溝跡は、調査区中央部北寄りのC・D－

８グリッドに位置する。北西から南東に向って直

線的に延びている。全長５．８４�、幅０．２６～０．３１

�、深さ０．０９～０．１７�である。主軸方位は、N－

３１°－Wを指す。

埋土は３層に区分される。断面形は逆台形であ

る。遺物は出土しなかった。

第１６号溝跡（第１７図）

第１６号溝跡は、調査区西部のE・F－５グリッド

に位置する。北東から南西に向って弓なりに延び、

第１０号溝跡に合流する。

確認長５．８４�、幅０．３５～０．７２�、深さ０．０３～０．０７

�である。主軸方位は、N－５４°－Eを指す。

底面は概ね平坦で、掘り込みは浅い。遺物は出

土しなかった。

第１７～２０号溝跡（第１８図）

第１７～２０号溝跡は、調査区中央部北西寄りの

D－５・６グリッドに位置し、第２次調査において

検出された。第１８号溝跡の北東端に第１３号溝跡が

重複しているほか、第１５１～１５５号ピットが重複

する。この４条の溝跡は、北東から南西方向に長

さ３�前後の短い溝がほぼ等間隔に並ぶことから、

畠の畝跡の可能性が考えられる。

第１７号溝跡は、４条の溝跡のうち西端に位置し、

第１５３～１５５号ピットが重複する。ほぼ直線的に

延び、全長２．６４�、幅０．２１�、深さ０．０４～０．０８�

である。主軸方位は、N－３９°－Eを指す。底面

は平坦で、掘り込みは浅い。遺物は出土しなかった。

第１８号溝跡は、北東端部に第１３号溝跡が重複す

る。ほぼ直線的に延び、確認長２．２８�、幅０．２０

�、深さ０．０２～０．０４�である。主軸方位は、N－

４３°－Eを指す。底面は概ね平坦で、掘り込みは

浅い。遺物は出土しなかった。

第１９号溝跡は、ほぼ直線的に延び、全長２．７８

�、幅０．１４～０．２６�、深さ０．０３～０．０５�である。

主軸方位は、N－４４°－Eを指す。底面は概ね平

坦で、掘り込みは浅い。遺物は出土しなかった。

第２０号溝跡は、４条の溝跡のうち東端に位置す

る。ほぼ直線的に延び、全長２．２８�、幅０．２２�、

深さ０．０３～０．０７�である。主軸方位は、N－４３°

－Eを指す。底面は概ね平坦で、掘り込みは浅い。

遺物は出土しなかった。
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第１８図 第１２～１５・１７～２０号溝跡

－２９－



（４）井戸跡

第１号井戸跡（第１９図）

第１号井戸跡は、調査区中央部南東寄りの F－

８グリッドに位置する。第１次調査において撹乱

層の下から検出された。平面形は径１．４３×１．３１

�の円形で、確認面からの深さは０．８５�である。

壁はほぼ垂直に掘り込まれていた。断面形は円筒

形を呈する。遺物の出土はなかった。

第２号井戸跡（第１９図）

第２号井戸跡は、調査区南端に近いH－７グリ

ッドに位置する。第１次調査A区の調査区際か

ら検出された。平面形は径０．７４×０．６６�の楕円

形で、確認面からの深さは０．４１�である。壁は

ほぼ垂直に掘り込む。底面は平坦で、断面形は円

筒形を呈する。遺物の出土はなかった。

第３号井戸跡（第１９図）

第３号井戸跡は、調査区西部のD－５グリッド

に位置する。第７号溝跡と重複し、それを切って

いる。平面形は径１．２２×１．１２�の円形で、確認

面からの深さは０．９４�以上である。壁は急角度

に掘り込まれ、断面形は円筒形に近い。遺物は陶

器香炉が出土した（第２１図１）。長石釉の掛かる

信楽系の香炉である。底面には目痕を残す。

第４号井戸跡（第１９図）

第４号井戸跡は、調査区北端部のB－５グリッ

ドに位置する。平面形は径１．０４×１．００�の円形

で、確認面からの深さは０．９２�以上である。壁

は急角度で掘り込まれ、断面形は円筒形を呈する。

遺物は、陶器片口鉢、焙烙（第２１図２・３）、鉄

鎌（第２３図５）、杭（第２４図６）のほかに鳥類と

考えられる動物の骨が出土した。

第２３図５の鉄鎌はほぼ完存し、柄木の木質の一

部が残る。茎の先端が蕨手状に曲がり、その部分

に目釘を打ち込み、さらに柄木先端に環状の留金

具を装着する。第２４図６は丸木の先端を削った杭

である。上端は刃物で斜めに切り落とされている。

杭先は４面で、長さ２．９�である。

第５号井戸跡（第１９図）

第５号井戸跡は、調査区北部のC－６・７グリッ

ドに位置する。第１号掘立柱建物跡の東側に隣接

し、南東側に第１４号井戸跡が並ぶ。

平面形は径２．５０×２．３８�の円形で、比較的規

模が大きい。確認面から深さは１．４４�まで掘り

下げたが、湧水が激しく底面まで掘りきることは

できなかった。上半部は漏斗形に大きく開いてい

るが、下半部はほぼ垂直に掘り込まれていた。

遺物は陶器皿・捏鉢・擂鉢、焙烙、砥石（第２１

図４～１０）のほか、柄杓・農具柄等の木製品（第

２４図１・２）、アカニシが出土した。

第２１図４は瀬戸美濃産の皿で長石釉が掛かる。

５は瀬戸美濃産の削り出し高台の皿で、内外面に

灰釉が掛かる。６は在地産の捏鉢で、内面平滑。

７は瀬戸美濃産の笠原鉢で、内面に鉄絵で秋草文

様が描かれ、内外面に灰釉が掛かる。８は丹波産

の擂鉢で、卸目７本／条である。９は焙烙で内耳

部分を欠損する。１０は凝灰岩製の砥石である。

第２４図１の柄杓は、曲物の底板を半分欠損して

いるがほぼ完形で、各部材の結合方法が良くわか

る例である。側板は柄孔両脇の２箇所を樹皮紐で

固定し、内面結合部付近に約８㎜間隔でケビキを

引く。側板と底板は樹皮紐で２箇所を固定してい

る。柄の先端は、側板内面に樹皮紐でつけられた

「小猿」の孔に固定されている。また、柄が抜け

ないように側板近くの柄の部分に木釘を打ってい

る。柄は先端に向かって細くなり、柄の断面は方

形で、面取りが施されている。第２４図２の柄は、

丸木の先端を丸く削り出したものである。農具の

柄と思われるが圧痕や使用痕がなく不明である。

全面に樹皮が残存する。

第６号井戸跡（第１９図）

第６号井戸跡は、調査区北部のC－６、D－５・

６グリッドに位置する。

平面形は径２．０３×１．８０�の不定形で、確認面
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第１９図 井戸跡（１）
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からの深さは１．３４�以上である。壁はほぼ垂直

に掘り込まれ、断面形は円筒形を呈する。

遺物はかわらけ、陶器碗・香炉、桃核（第２１図

１１～１４）、板材（第２４図７・８）が出土した。

第２４図７は、上下端を欠損する細長い板状の加

工材である。背面は丸木のままで、正面は分割後

の加工により平滑に仕上げられている。８は径１０

�程の木を分割した板材である。外皮付近を用い

ており断面形は半円形を呈する。分割後の調整に

より正面は平坦で、下端を斜めに削っている。

第７号井戸跡（第１９図）

第７号井戸跡は、調査区西端部のD－３・４グリ

ッドに位置する。

平面形は径１．４４×１．３９�の円形で、確認面か

らの深さは１．１０�以上である。壁はほぼ垂直に

掘り込まれ、断面形は円筒形である。

埋土中に一括廃棄されたような状態で、磁器碗

・皿、青磁香炉、砥石、土製円板（第２２図１５～２０

・２９）、煙管、和釘（第２３図１～３）、桶・曲物・

棒状製品・建築材・杭（第２５図９～２５）などの遺

物が多量に出土した。

第２５図９は、浅い桶の側板である。側板は約９５°

外側に開き、復元口径約２８�である。外面下端に

圧痕が残る。幅は上から下に向って狭く、厚さは

下に向って薄くなっている。１０は円形の曲物の底

板で大半を欠損する。復元径１９．２�である。正

面、背面とも木目が表れていて凹凸がある。釘孔

等は見られない。１１は桶の底板の一部である。大

部分を欠損しているが、円形で復元径１８．４�で

ある。中央付近が厚く、側面付近はやや薄い。正

面は平滑であるが、背面は木目が表れているため

平坦ではない。１２は長方形の長板で、左右端を欠

損する。加工痕はほとんどなく分割したままで、

表面に木目がはっきり見えている。鉄釘が２個所

残存する。釘の断面は三角形で先端に向って徐々

に細くなっている。

１３・１４は用途不明の棒状製品である。１３は断面

が三角形に近いものである。角材の正面・背面の

左半分を削って左側を薄く仕上げる。上部はやや

薄くなり、欠損する。仕上げの様子から製品の一

部と考えられる。１４は用途不明の棒状製品である。

上下端に向って幅狭になり、厚みもやや減じる。

断面形は上下端が長方形で中央は半円形に近い。

上方に貫通している円孔があるが、下方にもう１

箇所あったと推定される。

１５～１８は建築材である。１５は建築材の下部を切

り落としたものである。転用または再利用時に切

られたものと考えられる。下端を鋸状のもので切

り、上端は２面で尖らせている。下方は上面を削

っており、断面は半円形である。１６は上部を欠損

する建築材である。下方は正面・背面をチョウナ

で削り、薄く仕上げている。樹皮面が残っている。

１７は上部を欠損する角材である。各面とも平滑で、

角は１辺のみ面取りされている。下端は鋭利な刃

物で垂直にたち落とされている。１８は上部を欠損

する角材である。丸木の木表２面を削って角材に

しており、側面は丸木の面が残っている。下部に

鉄釘が残存している。釘の頭部は円形で頭部より

下の断面は方形である。

１９～２１は杭である。１９は丸木を削った杭で、杭

先のみに加工を施す。上部は欠損する。杭先は剥

離し、潰れている。杭先は４面で長さ３．６�であ

る。２０は丸木を削って作った杭で、上部を欠損す

る。杭先は２面で長さ７．１�である。２１は丸木を

半截し、木表を剥がして作った杭で、側面は丸木

の表面が残っている。上端は切り落とされ、正面

・背面に加工痕を残す。杭先は５面で長さ６．５�

である。

２２～２５は板材である。２２は端部が半円形の板材

で、表面は平滑に仕上げられる。２孔１組の木釘

穴が左側面に３箇所、右側面に２箇所あり、断面

方形の木釘が１本だけ孔内に残存する。また正面

から背面に貫通する鉄釘穴が９孔確認される。そ

のうち１孔内に断面方形の鉄釘が残存する。２３は
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第２０図 井戸跡（２）
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第２１図 井戸跡出土遺物（１）
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長方形の板材で、やや歪曲していることから、桶

状に円形に組むと考えられる。井戸枠の側板の可

能性もある。下部はやや薄くなっている。表面は

全体に平滑である。２４は長方形の板材である。正

面は下方を斜めに削って薄い。背面はやや湾曲す

る。２５は長方形の板材である。正面は平滑で、背

面は木目が表れ凹凸が目立つ。下端の角を斜めに

切り落とす。表面の仕上げや下端の加工から製品

であることは間違いないが、用途は不明である。

節が多く良材ではない。

第８号井戸跡（第２０図）

第８号井戸跡は、調査区中央部西寄りのE－５

グリッドに位置する。

第１０号溝跡及び第１７９号ピットと重複し、第１０

第２２図 井戸跡出土遺物（２）
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号溝跡を切っている。平面形は径１．１２×０．９５�

の楕円形で、確認面からの深さは０．８５�以上で

ある。壁はほぼ垂直に掘り込まれ、断面形は円筒

形を呈する。遺物は出土しなかった。

第９号井戸跡（第２０図）

第９号井戸跡は、調査区中央部南寄りの F－７

グリッドに位置する。平面形は径１．１１×１．０４�

の円形で、確認面からの深さは１．１２�である。

壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は概ね平

坦で、断面形は円筒形を呈する。

遺物は磁器碗、焙烙、桃核（第２２図２１・２２・３０）、

棒状鉄製品（第２３図４）、箱側板・曲物底板（第

２４図３・４）が出土した。

第２２図２１の磁器碗は、肥前内野山窯産で銅緑釉

と透明釉を掛けわけている。

第２４図３は箱の側板である。上面の１箇所に径

０．２�、深さ１．０�の木釘穴があり、その中に木

釘が残存する。また、各辺に沿って正面から背面

に貫通する孔がある。背面両端部には、製作時の

目安線と考えられる切込みが入っている。４は方

形曲物の底板で、小型で薄手の作りである。

第１０号井戸跡（第２０図）

第１０号井戸跡は、調査区中央部南寄りのG－７

グリッドに位置する。平面形は径２．２１×１．９０�

の円形で、比較的大きい。湧水が激しく底面まで

掘り下げることができなかったが、確認面から

１．０７�までを確認した。上半部が漏斗形に大き

く開き、下半部はほぼ垂直に掘り込み円筒形を呈

する。

遺物は、陶器甕の口縁部片が出土しただけであ

る（第２２図２３）。口径１７．８�に復元され、口唇部

を上方に短くつまみ上げる。

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎土 焼成 色調 出土位置・備考
第２１図１ SE３ 陶器 香炉 ［３．３］（１７．６） ２０ A・G 良好 灰白 信楽系 長石釉 底面目痕
第２１図２ SE４ 陶器 片口鉢 （２２．０）［８．９］（１０．４） ２０ A・C・F・J 良好 鈍い黄褐 片口部残存 内面平滑
第２１図３ SE４ 土器 焙烙 ［１．３］ ３０．２ ３５ A・B・F・G・J 普通 灰黄 成型技法：型 角閃石粒子多量
第２１図４ SE５ 陶器 皿 （１３．８）［２．５］ ２０ A・G 良好 灰白 瀬戸美濃産 長石釉 １８C中
第２１図５ SE５ 陶器 皿 （１３．４） ２．１ （７．９） ２０ A・G 良好 灰白 瀬戸美濃産 削り出し高台 １８C中
第２１図６ SE５ 陶器 捏鉢 ［５．５］（１２．０） ２５ A・C・G・J・K 良好 灰白 在地産 内面平滑
第２１図７ SE５ 陶器 鉢 （３０．０） ７．７ １４．６ ３５ A・G・J 良好 灰黄 瀬戸美濃産 笠原鉢 鉄絵 １８C中
第２１図８ SE５ 陶器 擂鉢 （３５．６）［５．１］ ２０ A・G・K 良好 灰黄 丹波産 小礫顕著
第２１図９ SE５ 土器 焙烙 （３８．２） ４．９ （３１．２） ２５ A・D・F・K 普通 鈍い赤褐 体部外面一部スス付着 金雲母顕著
第２１図１０ SE５ 石製品 砥石 長さ：１１．２cm 幅：４．１cm 厚さ：２．８cm 重さ：１９４．１g 凝灰岩製 先端部尖る 砥面４面
第２１図１１ SE６ 土器 皿 （５．９） １．３ （３．５） ２０ A・B・C・F・J 良好 橙 ロクロ整形 かわらけ
第２１図１２ SE６ 陶器 碗 ［２．４］ （５．０） ４０ A・G 良好 灰白 肥前産 京焼風 １７C後～１８C
第２１図１３ SE６ 陶器 香炉 ［２．９］ （６．５） ５０ A・G 良好 灰白 内外面鉄釉 内面積ね焼き痕
第２１図１４ SE６ 種子 桃核 長さ：２．１cm 幅：１．８cm 厚さ：１．０cm 重さ：０．７g
第２２図１５ SE７ 磁器 碗 （１０．０）［４．４］ ４５ A・G 良好 灰白 肥前産 １７C後半～１８C前半
第２２図１６ SE７ 磁器 碗 （１１．０）［５．０］ ２５ A・G 良好 灰白 肥前産 １８C中頃
第２２図１７ SE７ 磁器 皿 （１３．０） ３．２ ４．１ ２５ A・G 良好 灰白 肥前産 見込み蛇ノ目釉剥ぎ １８C
第２２図１８ SE７ 青磁 香炉 （１０．４） ３．５ ２０ A・G 良好 灰白 肥前産 貫入あり 釉外面のみ
第２２図１９ SE７ 石製品 砥石 長さ：５．３cm 幅：５．９cm 厚さ：４．０cm 重さ：１９３．７g 砂岩製 上下端部欠損 砥面３面
第２２図２０ SE７ 石製品 砥石 長さ：８．０cm 幅：３．５cm 厚さ：２．４cm 重さ：９９．１g 凝灰岩製 上下端欠損 砥面４面
第２２図２１ SE９ 磁器 碗 （１８．９）［４．７］ ２０ A・G 良好 灰白 肥前産（内野山）１７C後～１８C前
第２２図２２ SE９ 土器 焙烙 破片 A・B・G・J 普通 黄灰 成型技法：型 体部外面 指頭圧痕
第２２図２３ SE１０ 陶器 甕 （１７．８）［４．６］ ２０ A・G・J 良好 鈍い赤褐 内外面ヨコナデ
第２２図２４ SE１１ 陶器 甕 破片 A・F・J・K 良好 浅黄橙 丹波産か 刻印あり
第２２図２５ SE１１ 陶器 甕 破片 A・F・J・K 良好 鈍い褐 丹波産か 刻印あり
第２２図２６ SE１１ 陶器 甕 破片 A・F・J・K 良好 橙 丹波産か 刻印あり
第２２図２７ SE１１ 陶器 甕 破片 A・F・J・K 良好 鈍い褐 丹波産か 刻印あり
第２２図２８ SE１１ 陶器 甕 破片 A・F・J・K 良好 橙 丹波産か 刻印あり
第２２図２９ SE７ 土製品 円板 残長：３．３cm 残幅：３．２cm 厚さ：０．９～１．１cm 重さ：８．４g 色調：灰白色 側縁部亀裂痕
第２２図３０ SE９ 種子 桃核 長さ：２．３cm 幅：１．６cm 厚さ：１．３cm 重さ：１．６g

第２表 井戸跡出土遺物観察表
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第１１号井戸跡（第２０図）

第１１号井戸跡は、調査区中央部西寄りのE・F

－６・７グリッドに位置する。平面形は径１．６０×

１．３０�の不定形で、確認面からの深さは１．２６�

である。上半部は漏斗形に大きく開き、下半部は

ほぼ垂直に掘り込まれ、断面形は円筒形を呈する。

底面には井戸側と考えられる径７０�ほどの円形に

めぐる木質部分が残っていた。曲物もしくは結桶

の側板と考えられるが、遺存状態が悪く明確にし

得なかった。

遺物は埋土から陶器甕の胴部片（第２２図２４～

２８）がまとまって出土した。丹波産と考えられる

もので、肩部外面に刻印が見られる。胎土、焼成、

色調などが近似しており、同一個体である。

第１２号井戸跡（第２０図）

第１２号井戸跡は、調査区東端部のE－１０グリッ

ドに位置する。平面形は径０．６９×０．６１�の円形

で、確認面からの深さは０．９３�である。壁はや

挿図番号 遺構番号 種別 器種 法量・特徴
第２３図 １ SE７ 銅製品 煙管 残長：２．８cm 幅：１．４cm 重さ：３．８g 真鋳製 押し潰され大きく変形 雁首の首部の破片
第２３図 ２ SE７ 鉄製品 和釘 長さ：６．５cm 断面矩形：０．５×０．４cm 重さ：７．１g 頭部 T字形
第２３図 ３ SE７ 鉄製品 和釘 長さ：６．６cm 断面矩形：０．４×０．４cm 重さ６．５g 頭部欠損
第２３図 ４ SE９ 鉄製品 棒状 残長：４．２cm 断面矩形：０．９×０．５cm／０．５×０．３cm 重さ：８．０g 下端に向かって幅を減ずる
第２３図 ５ SE４ 鉄製品 鎌 長さ：２３．５cm 刃部長：１９．７cm 刃部幅：５．１cm 留金具径：３．３cm 目釘長：３．０cm 重さ１６９．０g

第２３図 井戸跡出土鉄製品

第３表 井戸跡出土鉄製品観察表
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第２４図 井戸跡出土木製品（１）
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第２５図 井戸跡出土木製品（２）
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やオーバーハングし、断面形は樽形を呈する。遺

物は出土しなかった。

第１３号井戸跡（第２０図）

第１３号井戸跡は、調査区東端部の F－１１グリッ

ドに位置する。

平面形は径１．８８×１．７５�の円形で、確認面か

らの深さは１．２７�である。下半部はほぼ垂直に

掘り込まれ円筒形を呈するが、上半部は漏斗形に

大きく開く。遺物の出土はなかった。

第１４号井戸跡（第２０図）

第１４号井戸跡は、調査区北部のC－６・７グリッ

ドに位置し、第５号井戸跡の南側に隣接する。な

お、調査時は第１０号土壙と編号して調査を行った

が、整理作業段階で新しく番号を振り替えた。

平面形は径１．８５×１．７７�の円形で、比較的大

型の井戸である。湧水が激しく底面は検出できな

かったが、深さ１．５８�までを確認した。壁はほ

ぼ垂直に掘り込まれ、断面形は円筒形を呈する。

確認面から１�ほど下で、径約７０�の円形にめぐ

る竹製の箍（タガ）が検出され、結桶を井戸側と

して用いていたことが判明した。箍は約２０�の等

間隔にめぐり、４段ほどが検出された。土層断面

の観察からすれば、使用時には結桶の底を抜いて

入れ子状に重ねた井戸側が存在し、井戸廃絶時に

結桶を抜き取り、黄褐色土ブロックを主体とする

粘質土によって埋戻されたものと想定される。そ

の際に竹製の箍だけが掘方埋土に残されたのであ

ろう。

遺物は第４層の中から桶の側板（第２４図５）が

出土したほか、アカニシと考えられる巻貝の破片

が少量出土した。

第２４図５は桶の側板で、内面下部に底板をはめ

る段差がある。外面下部には箍の圧痕が２段認め

られる。

挿図番号 遺構番号 器種 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 備考
第２４図 １ SE５ 柄杓 ５４．１ 径１１．３ 高さ８．７ 柾目 曲物柄杓
第２４図 ２ SE５ 柄 ［２２．２］ ２．８ ２．８ 芯持材
第２４図 ３ SE９ 箱 ［６．７］ １８．２ ０．５ 柾目 側板
第２４図 ４ SE９ 曲物 ［９．４］ ［３．３］ ０．４ 柾目 底板
第２４図 ５ SE１４ 桶 １１．６ ７．１ １．１ 柾目 側板 取上No．１
第２４図 ６ SE４ 杭 ３１．０ ５．４ ５．３ 芯持材
第２４図 ７ SE６ 板材 ［３４．８］ ８．０ １．５ 板目
第２４図 ８ SE６ 板材 ［８６．７］ ７．５ ２．２ 板目
第２５図 ９ SE７ 桶 １３．５ ［７．０］ １．２ 板目 側板
第２５図 １０ SE７ 曲物 （１９．２） （１９．２） １．９ 板目 底板
第２５図 １１ SE７ 桶 （１８．４） ［４．３］ １．４ 板目 底板
第２５図 １２ SE７ 板材 ［１２．６］ （５．５） １．０ 柾目 鉄釘残存
第２５図 １３ SE７ 棒状製品 ［２８．４］ １．６ １．０ 柾目
第２５図 １４ SE７ 棒状製品 ［３５．２］ ２．３ １．２ 柾目
第２５図 １５ SE７ 建築材 ２８．２ ９．３ ９．３ 芯持材
第２５図 １６ SE７ 建築材 ［２７．７］ ４．３ ４．５ 芯持材
第２５図 １７ SE７ 角材 ［２２．８］ ４．４ ３．４ 芯持材
第２５図 １８ SE７ 角材 ［１４．６］ ５．０ ２．４ 芯持材 鉄釘残存
第２５図 １９ SE７ 杭 ［１０．９］ ３．６ ３．０ 芯持材
第２５図 ２０ SE７ 杭 ［１５．４］ ３．１ ３．１ 芯持材
第２５図 ２１ SE７ 杭 ２７．９ ５．０ ２．１ 芯持材
第２５図 ２２ SE７ 板材 ［４１．９］ ５．７ ０．８ 板目 木釘残存
第２５図 ２３ SE７ 板材 ［２７．９］ （１３．１） １．７ 板目
第２５図 ２４ SE７ 板材 ３８．１ １１．８ ２．３ 板目
第２５図 ２５ SE７ 板材 ［６３．５］ ６．３ ２．０ 柾目

第４表 井戸跡出土木製品観察表

※（ ）推定値 ［ ］残存値
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（５）土 壙

土壙は、自然堤防の西縁を南下する第１０号溝跡

の東側に広範囲に分布し、計２４基が検出された。

遺物が伴うものは少なく、平安時代のロクロ土師

器と砥石を出土した第１６号土壙のほかは、第６号

土壙から近世の陶磁器・土器がややまとまって出

土しただけである。

a．平安時代

第１６号土壙（第２６図）

第１６号土壙は調査区中央部北寄りのD－８グリ

ッドに位置し、第２次調査において検出された。

平面形はやや細長い楕円形で、規模は長軸長

１．７２�、短軸長０．６５�、深さ０．１０�である。主軸

方位はN－３６°－Eを指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。埋土は２層に大きく分けられる。

遺物は、北東端部の壁際にほぼ完形のロクロ土

師器の坏（第２７図２）と�（同図３）が内面を上

にした状態で、口縁部を接するように置かれてい

た。また、それらに接してロクロ土師器坏の口縁

部片（同図１）が、内面を上にした状態で出土し

た。当初は３点の土器が、壁際に並べられていた

状況が復元される。この他に土壙中央部やや西壁

寄りの底面から小型の砥石（同図４）が１点出土

した。

１～３は内面及び外面の一部を黒色処理したロ

クロ土師器である。１は底部を欠損しているため

高台の付く可能性も残る。内面はミガキのような

光沢はないが、ナデにより平滑に仕上げる。２の

坏は内面の器表面が薄く剥離し、黒色処理の残り

は良くない。底部調整は磨耗が著しく明瞭でない

が、糸切り離し後弱いナデを施しているものと思

われる。３は高台の付いた�である。２と同様に

内面の器表面が薄く剥離する。底部調整は高台貼

り付け後のナデによって消され、明瞭でない。４

は砂岩製の砥石で、上半部を折損する。各面とも

良く使い込まれている。

土壙の性格については、人骨などは残されてい

なかったが、遺物の出土状況から頭部周辺に土器

を配し、胸元に砥石を置いたような副葬状況が想

定されることから土壙墓の可能性を指摘しておき

たい。

時期は９世紀末葉から１０世紀初頭頃であろう。

第２６図 第１６号土壙
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b．中世以降

第１号土壙（第２８図）

第１号土壙は、調査区南東部のG－８・９グリッ

ドに位置し、第１次調査において検出された。

平面形はピットが集合したような不定形で、規

模は長軸長２．５５�、短軸長１．２１�、深さ０．２７�

である。主軸方位はN－８０°－Eを指す。

底面は凹凸が目立ち、壁の立ち上がりは緩やか

である。埋土は大きく３層に分けられ、黄褐色土

ブロックや炭化物を混入することから埋戻しと考

えられる。

遺物は出土していない。

第２号土壙（第２８図）

第２号土壙は、調査区中央部北寄りのC－８グ

リッドに位置し、第１次調査において検出された。

平面形はピットの連接した不定形で、規模は長

軸長１．０６�、短軸長０．５２�、深さ０．５０�である。

主軸方位はN－４４°－Eを指す。

底面は凹凸があり、壁の立ち上がりは垂直に近

い。埋土は３層に分けられ、黄褐色土ブロックと

焼土、炭化物等を混入することから埋戻しと考え

られる。

遺物は実測図示できなかったが、かわらけ、砥

石の小破片が出土した。

第３号土壙（第２８図）

第３号土壙は、調査区中央部北寄りのC－８グ

リッドに位置し、第１次調査において検出された。

平面形はピットの連接した不定形で、規模は長

軸長０．９８�、短軸長０．５０�、深さ０．５０�である。

主軸方位はN－８７°－Eを指す。

底面は丸みを帯び、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。埋土は大きく２層に分けられ、黄褐色土ブ

ロックや炭化物を含む。

遺物は実測図示できなかったが、土師器甕と火

鉢と考えられる土器片が出土した。

第４号土壙（第２８図）

第４号土壙は、調査区中央部北寄りのC－７グ

リッドに位置し、第１次調査において検出された。

北側は一部調査区域外にかかる。

平面形は略円形で、規模は長軸長１．３８�、短

軸長１．０６�以上、深さ０．３０�である。主軸方位

はN－６７°－Wを指す。底面は概ね平坦で、壁は

外傾しながら直線的に立ち上がる。

遺物は第３１図１のかわらけのほかに、実測図示

していないが、焙烙、磁器碗の小破片が出土した。

第５号土壙（第２８図）

第５号土壙は、調査区中央部北寄りのC－７グ

リッドに位置し、第１次調査において検出された。

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎土 焼成 色調 出土位置・備考
第２７図１ SK１６ 土師器 坏か （１４．０） ［４．３］ ２５ A・C・F・J 普通 鈍い橙 内外面黒色処理 酸化�焼成
第２７図２ SK１６ 土師器 坏 １３．８ ５．３ ５．６ ９５ A・C・F・J 普通 鈍い橙 内外面黒色処理 酸化�焼成
第２７図３ SK１６ 土師器 � （１４．０） ６．５ ７．０ ７５ A・C・F・J 普通 鈍い橙 内外面黒色処理 酸化�焼成
第２７図４ SK１６ 石製品 砥石 残長：５．４cm 幅：３．２cm 厚さ：３．０cm 重さ：８６．６g 砂岩製 上半部欠損 砥面４面

第２７図 第１６号土壙出土遺物

第５表 第１６号土壙出土遺物観察表
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第２８図 土壙（１）
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北東部の一部は調査区域外に延びる。

平面形はピットの連続するような不定形で、規

模は長軸長１．１８�以上、短軸長０．４５�、深さ０．１２

�である。主軸方位はN－５０°－Eを指す。

底面は凹凸が目立つ。掘り込みが浅く、壁の立

ち上がりは緩やかである。

遺物は第３１図２の染付碗、３の擂鉢の破片が出

土した。

第６号土壙（第２８図）

第６号土壙は、調査区中央部北寄りのD－９グ

リッドに位置し、第１次調査において検出された。

南西部側は調査区域外に延びているため全容は不

明である。

平面形は長方形と推定され、規模は長軸長２．９１

�以上、短軸長１．０１�、深さ０．８３�である。主軸

方位はN－６０°－Eを指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかに

外傾して立ち上がる。

遺物は磁器染付碗、陶器香炉・皿・擂鉢、焙烙

（第３１図４～１０）等が、底面からやや浮いた状態

で出土した。４～６の磁器碗は肥前産で、１７世紀

後半から１８世紀前半の所産である。７の陶器香炉

は産地不明。８は肥前産の京焼写しの陶器皿で、

見込み部分に楼閣山水文の一部が残る。９は瀬戸

美濃産の擂鉢で、鉄釉が掛かり、卸目を残す。

第７号土壙（第２８図）

第７号土壙は、調査区中央部南寄りのH－７グ

リッドに位置し、第１次調査において検出された。

西端部は調査区域外に延びている。

平面形は楕円形で、規模は長軸長１．１４�以上、

短軸長０．５３�、深さ０．１４�である。主軸方位は

N－９０°を指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。遺物は出土していない。

第８号土壙（第２８図）

第８号土壙は、調査区北西部のC－６グリッド

に位置し、第２次調査において検出された。第１

号掘立柱建物跡の北端部に重複しているが、新旧

関係については不明である。

平面形は円形で、規模は長軸長１．１０�、短軸

長１．０３�、深さ０．７７�である。主軸方位はN－

８５°－Wを指す。底面は平坦で、壁は僅かに広が

りながら直線的に立ち上がる。埋土は４層に分け

られ、灰白色粘土や黄褐色土ブロックの混入が目

立つ。

遺物は実測図示できなかったが、かわらけ、焙

烙の小破片が出土した。

第９号土壙（第２８図）

第９号土壙は、調査区北西部のC－４・５グリッ

ドに位置し、第２次調査において検出された。

平面形はやや隅丸の方形で、規模は長軸長１．６６

�、短軸長１．２６�、深さ０．３１�である。主軸方

位はN－４８°－Eを指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。埋土は大きく３層に分けられ、焼土粒子、

炭化物粒子の混入が目立つ。

遺物は磁器碗、陶器碗・擂鉢、かわらけ、焙烙

などの小破片が出土し、第３１図１１に陶器碗を図示

した。

第１０号土壙（第２８図）

第１０号土壙は、調査区西部のD－５グリッドに

位置し、第２次調査において検出された。調査区

北端部から南流してきた第７号溝跡が南東に向き

を変える屈曲部分に重複し、それを切っている。

平面形は略円形で、規模は長軸長１．６５�、短

軸長１．４０�、深さ０．２０�である。主軸方位はN

－５４°－Wを指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。埋土は３層に分けられ、焼土粒子、炭化物

粒子の混入が目立つ。

遺物は実測図示できなかったが、陶器碗、焙烙

などが少量出土した。

第１１号土壙（第２９図）

第１１号土壙は、調査区西部のD－５グリッドに
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第２９図 土壙（２）
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位置し、第２次調査において検出された。

平面形は楕円形で、規模は長軸長１．２８�、短

軸長０．９６�、深さ０．０６�である。主軸方位はN

－５５°－Eを指す。

底面は平坦で、掘り込みは極めて浅く、壁の立

ち上がりは緩やかである。

遺物は実測図示できなかったが、磁器碗、陶器

土瓶、焙烙の小破片が出土した。

第１２号土壙（第２９図）

第１２号土壙は、調査区西部のD－５グリッドに

位置し、第２次調査において検出された。

平面形は楕円形で、規模は長軸長１．３４�、短

軸長１．１３�、深さ０．１０�である。主軸方位はN

－７０°－Wを指す。

底面は概ね平坦で、掘り込みは極めて浅く、壁

の立ち上がりは緩やかである。

遺物は出土していない。

第１３号土壙（第２９図）

第１３号土壙は、調査区中央部西寄りの F－６グ

リッドに位置し、第２次調査において検出された。

第７号溝跡の底面部分を掘り込んだ状態で確認

されており、ある程度埋没した段階に掘削された

のであろう。

平面形は円形で、規模は長軸長０．８９�、短軸

長０．８３�、確認面からの深さ０．８１�である。主

軸方位はN－３９°－Wを指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは垂直に近

い。埋土は３層に分けられ、自然堆積を示す。井

戸跡の可能性もある。

遺物は出土していない。

第１４号土壙（第２９図）

第１４号土壙は、調査区西部のE－４グリッドに

位置し、第２次調査において検出された。

平面形はやや隅丸の方形で、規模は長軸長１．２９

第３０図 土壙（３）
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�、短軸長１．１６�、深さ０．２９�である。主軸方

位はN－６３°－Eを指す。

底面は平坦で、壁の立ち上がりは直線的に開い

ている。埋土は大きく４層に分けられ、黄褐色土

ブロックを多量に含むことから埋戻し土と考えら

れる。

遺物は実測図示できなかったが、土器片が僅か

に出土している。

第１５号土壙（第２９図）

第１５号土壙は、調査区中央部西寄りのD－６グ

リッドに位置し、第２次調査において検出された。

土壙底面の真中に第１８０号ピットが重複している

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎土 焼成 色調 出土位置・備考
第３１図１ SK４ 土器 皿 （１１．７） ２．６ （６．７） ３５ B・F・G・J 不良 黄灰 ロクロ整形 かわらけ
第３１図２ SK５ 磁器 碗 ［２．０］ ３．７ ７０ A・G 良好 灰白 肥前産「大日月年製」１８C中
第３１図３ SK５ 陶器 擂鉢 破片 A・G・J 良好 灰白 瀬戸美濃産 鉄釉
第３１図４ SK６ 磁器 碗 ［３．０］ ３．４ ６０ A・G 良好 灰白 肥前産 高台砂付着 １８C中
第３１図５ SK６ 磁器 碗 （１０．２） ［４．９］ ４０ A・G 良好 灰白 肥前産 草花文 １８C中
第３１図６ SK６ 磁器 碗 （９．７） ５．３ 高台４．１ ５０ A・G 良好 灰白 肥前産 草花文 １７C後～１８C前
第３１図７ SK６ 陶器 香炉 ［４．１］ 高台５．２ ３０ A・G 良好 灰白 産地不明 １７C後～１８C前
第３１図８ SK６ 陶器 皿 ［２．８］ （８．７） ２０ A・G 良好 淡黄 肥前産 京焼風 １７C後～１８C前
第３１図９ SK６ 陶器 擂鉢 （３３．８） ［６．１］ ２０ A・C・G・J 良好 灰黄 瀬戸美濃産 鉄釉 １７C後～１８C前
第３１図１０ SK６ 土器 焙烙 （３６．６） ５．１ （３０．６） ２５ A・D・F・K 普通 明赤褐 体部外面スス付着 金雲母・赤色粒子
第３１図１１ SK９ 陶器 碗 ［１．６］ （６．７） ４５ A・F・G 良好 灰白 瀬戸美濃産 内面灰釉 １８Cか
第３１図１２ SK２３ 鉄製品 棒状 残長：１０．１cm 径：０．５cm 重さ：２８．９g 一部欠損 端部環状

第３１図 土壙出土遺物

第６表 土壙出土遺物観察表
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が、新旧関係については不明である。

平面形は楕円形で、規模は長軸長１．２７�、短

軸長０．５８�、深さ０．２２�である。主軸方位はN－

３１°－Wを指す。

底面は丸みを帯び、そのまま壁へ続いて緩やか

に立ち上がる。埋土は３層に分けられ、概ね自然

堆積を示す。遺物は出土していない。

第１７号土壙（第２９図）

第１７号土壙は、調査区中央部北寄りのD－７グ

リッドに位置し、第２次調査において検出された。

第３号掘立柱建物跡の南東側梁行の P５と重複し

ているが、新旧関係については明確でない。

平面形はやや隅丸の長方形で、規模は長軸長

１．４６�、短軸長０．８１�、深さ０．２５�である。主軸

方位はN－４５°－Eを指す。

底面は凹凸が目立ち、壁の立ち上がりは緩やか

である。埋土は２層に分けられ、下層には黄褐色

土ブロックが多量に含まれていた。遺物は出土し

ていない。

第１８号土壙（第２９図）

第１８号土壙は、調査区中央部北寄りのD－７・８

グリッドに位置し、第２次調査において検出され

た。第２号掘立柱建物跡の東側桁行の P４と重複

しているが、新旧関係については不明である。

平面形はやや不整な楕円形で、規模は長軸長

１．９４�、短軸長１．３３�、深さ０．２２�である。主軸

方位はN－４０°－Wを指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。埋土は２層に分けられ、下層には黄褐色土

ブロックが多量に含まれていた。遺物は出土して

いない。

第１９号土壙（第２９図）

第１９号土壙は、調査区中央部北寄りのD－８グ

リッドに位置しており、第２次調査において検出

された。

平面形は不定形で、規模は長軸長１．８２�、短

軸長１．３０�、深さ０．２４�である。主軸方位はN－

１１°－Eを指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。埋土は２層に分けられ、下層には黄褐色土

ブロックが多量に含まれていた。

遺物は実測図示できなかったが、土器片が僅か

に出土している。

第２０号土壙（第２９図）

第２０号土壙は、調査区中央部のE－７グリッド

に位置し、第２次調査において検出された。

平面形はピットの連結したような不定形で、規

模は長軸長１．６０�、短軸長１．１９�、深さ０．２７�

である。主軸方位はN－３１°－Eを指す。

底面は段差をもち、壁の立ち上がりはやや直線

的である。埋土は大きく２層に分けられ、下層は

黄褐色土ブロックを主体とする。遺物は出土して

いない。

第２１号土壙（第３０図）

第２１号土壙は、調査区中央部のE－７グリッド

に位置し、第２次調査において検出された。南西

側に同規模同大の第２２号土壙が並ぶ。

平面形は楕円形で、規模は長軸長１．１５�、短

軸長０．９５�、深さ０．１８�である。主軸方位はN

－６５°－Eを指す。

底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは緩やかで

ある。埋土は２層に分けられ、下層は黄褐色土ブ

ロックを主体とする。

遺物は出土していない。

第２２号土壙（第３０図）

第２２号土壙は、調査区中央部のE－７グリッド

に位置し、第２次調査において検出された。第２１

号土壙が北東側に隣接している。

平面形は円形で、規模は長軸長１．２９�、短軸

長１．２３�、深さ０．１４�である。主軸方位はN－０°

を指す。

底面は平坦で、壁の立ち上がりは緩やかである。

埋土は２層に分けられ、下層は黄褐色土ブロック

を主体とする。遺物は出土していない。
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第２３号土壙（第３０図）

第２３号土壙は、調査区中央部南寄りのG－７グ

リッドに位置しており、第２次調査において検出

された。

平面形は楕円形の土壙が重複したような不定形

で、規模は長軸長２．２４�、短軸長１．０２�、深さ

０．３４�である。主軸方位はN－６０°－Eを指す。

底面には段差が認められるが概ね平坦で、壁の

立ち上がりは緩やかである。

遺物は近代（明治期）と考えられる陶磁器、焙

烙、瓦の小破片とともに第３１図１２の鉄製品が出土

した。

１２は棒状鉄製品である。一方の端部を欠損する

ため全容は不明であるが、残存する端部は環状に

曲げられていることが X線透過撮影で判明した。

形状は轡の銜先金具に類似しているが、用途・性

格は不明である。

第２４号土壙（第３０図）

第２４号土壙は、調査区南西部のH－６グリッド

に位置し、第２次調査において検出された。第１４

号溝跡が斜めに重複しているが、新旧関係につい

ては不明である。

平面形は細長い長方形に近い不定形で、規模は

長軸長３．８２�、短軸長０．８５�、深さ０．１６�であ

る。主軸方位はN－１９°－Wを指す。

底面は多少凹凸があり、壁は緩やかに外傾して

立ち上がる。

遺物は出土していない。

番号 グリッド 平面形 主軸方位 長軸（m）短軸（m）深さ（m） 調査次 重複遺構 遺物 挿図
１ G－８・９ 不定形 N－ ８０°－E ２．５５ １．２１ ０．２７ 第１次 第２８図
２ C－８ 不定形 N－ ４４°－E １．０６ ０．５２ ０．５０ 第１次 かわらけ 砥石 第２８図
３ C－８ 不定形 N－ ８７°－E ０．９８ ０．５０ ０．５０ 第１次 土師器 火鉢 第２８図
４ C－７ 略円形 N－ ６７°－W １．３８ （１．０６） ０．３０ 第１次 かわらけ 焙烙 磁器 第２８図
５ C－７ 不定形 N－ ５０°－E （１．１８） ０．４５ ０．１２ 第１次 染付碗 擂鉢 第２８図
６ D－９ 長方形 N－ ６０°－E （２．９１） １．０１ ０．８３ 第１次 陶磁器 焙烙 第２８図
７ H－７ 楕円形 N－ ９０° （１．１４） ０．５３ ０．１４ 第１次 第２８図
８ C－６ 円形 N－ ８５°－W １．１０ １．０３ ０．７７ 第２次 SB１ かわらけ 焙烙 第２８図
９ C－４・５ 方形 N－ ４８°－E １．６６ １．２６ ０．３１ 第２次 かわらけ 陶磁器 第２８図
１０ D－５ 略円形 N－ ５４°－W １．６５ １．４０ ０．２０ 第２次 SD７より新 陶器 焙烙 第２８図
１１ D－５ 楕円形 N－ ５５°－E １．２８ ０．９６ ０．０６ 第２次 陶磁器 焙烙 第２９図
１２ D－５ 楕円形 N－ ７０°－W １．３４ １．１３ ０．１０ 第２次 第２９図
１３ F－６ 円形 N－ ３９°－W ０．８９ ０．８３ ０．８１ 第２次 SD７より古 第２９図
１４ E－４ 方形 N－ ６３°－E １．２９ １．１６ ０．２９ 第２次 土器 第２９図
１５ D－６ 楕円形 N－ ３１°－W １．２７ ０．５８ ０．２２ 第２次 P１８０ 第２９図
１６ D－８ 楕円形 N－ ３６°－E １．７２ ０．６５ ０．１０ 第２次 ロクロ土師器 砥石 第２６図
１７ D－７ 長方形 N－ ４５°－E １．４６ ０．８１ ０．２５ 第２次 SB３－P５ 第２９図
１８ D－７・８ 楕円形 N－ ４０°－W １．９４ １．３３ ０．２２ 第２次 SB２－P４ 第２９図
１９ D－８ 不定形 N－ １１°－E １．８２ １．３０ ０．２４ 第２次 土器 第２９図
２０ E－７ 不定形 N－ ３１°－E １．６０ １．１９ ０．２７ 第２次 第２９図
２１ E－７ 楕円形 N－ ６５°－E １．１５ ０．９５ ０．１８ 第２次 第３０図
２２ E－７ 円形 N－ ０° １．２９ １．２３ ０．１４ 第２次 第３０図
２３ G－７ 不定形 N－ ６０°－E ２．２４ １．０２ ０．３４ 第２次 陶磁器 瓦 鉄製品 第３０図
２４ H－６ 不定形 N－ １９°－W ３．８２ ０．８５ ０．１６ 第２次 SD１４ 第３０図

第７表 土壙一覧表
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（６）ピット

ピットは合計４１２基の多くを数え、調査区全域

から検出されている。ピット番号は調査区全体を

通して連番とし、新たに掘立柱建物跡や柵列に編

入されたものや調査時の欠番については整理段階

で新番を付して、ピット区割図（第３４～３９図）に

記載した。また、規模等のデータに関しては第８

表のピット一覧表に示した。

ピットの平面形態は、円形もしくは楕円形のも

のが主体を占めている。規模は直径０．１１～０．９０

�、深さ０．０３～０．５９�と一様でなく、埋土に柱

痕の確認されたものは少ない（第４０・４１図）。

分布状況は、調査区中央部北寄りのD－７、E

－７・８グリッド周辺、調査区西部のD－４・５グリ

ッド周辺、調査区東部の F－９・１０グリッド周辺

に集中する傾向が窺われた。掘立柱建物跡や柵列

としたもの以外には、配列や埋土の状態に規則性

の認められるものはなかった。

出土遺物は極めて少なく時期を判定することは

難しいが、埋土の状態などから近世・近代を中心

とするものが大半を占めていると推定される。

ピット出土遺物（第３２図）

遺物はほとんどのピットから出土していないが、

中には埋土から陶磁器、かわらけ、焙烙等の小破

片を出土したものがある。調査区中央部北寄りの

C－８グリッドに位置する第８２号ピットからは、

煙管雁首の火皿を打ち潰したいわゆる雁首銭（第

３２図１）が出土した。雁首銭は長さ１．８�、幅１．６

�、厚さ０．２�で、重さ０．５gの銅製である。緑青

に覆われ脆弱なため、残りは良くない。

第３２図 ピット出土遺物

第３３図 ピット全体図区割り図
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第３４図 ピット全体図（１）
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第３５図 ピット全体図（２）
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第３６図 ピット全体図（３）
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第３７図 ピット全体図（４）
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第３８図 ピット全体図（５）
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第３９図 ピット全体図（６）

第４０図 ピット（１）
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第４１図 ピット（２）
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番号 グリッド 長径（cm）短径（cm）深さ（cm） 重複・遺物他 番号 グリッド 長径（cm）短径（cm）深さ（cm） 重複・遺物他
P１ H－８ ３０ ２８ ２２ １次 P５３ C－６ ２７ ２４ １５
P２ G－７ ２７ ２５ １７ １次 P５４ C－６ １９ １８ １２
P３ G－８ ２８ ２６ １０ １次 P５５ C－６ ２２ １８ １９
P４ G－８ ２３ ２０ ８ １次 P５６ C－６ ２１ １９ １２
P５ G－８ ３９ ２５ ２８ １次 P５７ C－６ １８ １８ １３
P６ G－８ ３０ ３０ １１ １次 木片 P５８ C－７ ５０ ４３ ２２
P７ C－７ ４６ ３９ １０ P５９ C－６ ２５ ２２ １０
P８ E－５ ４５ ３４ ２０ P２００ P６０ C－７ ２７ ２５ ２６
P９ G－８ ２４ ２３ １８ １次 陶器 P６１ C－７ ２１ ２０ ７
P１０ E－５ １８ １６ ７ P６２ C－７ ２７ ２６ １０
P１１ G－９ ２８ ２６ １０ １次 P６３ C－７ ２２ １４ １２
P１２ G－８ ２５ ２２ １４ １次 P６４ C－７ ２４ １８ １５
P１３ F－８ ２３ ２３ ７ １次 P６５ C－７ ２１ １２ ９
P１４ F－８ ５０ ４８ １１ １次 P６６ C－７ ２０ １４ １０
P１５ F－８ ４４ ４３ ４９ １次 P６７ C－７ ２３ １９ １５
P１６ F－９ ３０ ２６ ９ １次 P６８ C－７ ２０ １６ ７
P１７ F－８ （５５） ４３ （５７） １次 P１８ P６９ C－７ １６ １５ ５
P１８ F－８ ３３ ３３ ５６ １次 P１７ P７０ C－７ ２５ ２４ １５
P１９ F－９ ４６ ４０ ９ １次 P７１ C－７ ２４ ２３ ９
P２０ F－９ ５６ ４５ １８ １次 P７２ C－７ ２２ ２２ １２
P２１ F－９ ３０ ２２ １１ １次 P７３ C－７ ２６ ２５ １２
P２２ F－９ ２２ １８ ８ １次 P７４ C－７ １８ １５ ６
P２３ F－９ ３０ ２５ ２９ １次 P７５ C－７ １８ １５ １０
P２４ F－９ ３１ ２８ ３８ １次 P７６ C－７ ２１ ２０ ９
P２５ E－６ ３７ ３６ ８ P７７ D－７ ３２ ３０ ３３
P２６ G－９ ２７ ２６ １５ １次 P７８ C－８ ４７ ３５ １５
P２７ F－９ ２６ ２４ １０ １次 P７９ C－８ ２２ １７ １０
P２８ F－９ ２６ １９ １２ １次 P８０ C－８ ２１ ２０ ９
P２９ F－９ ３８ ２７ ３８ １次 P８１ C－８ ３０ ２９ １３
P３０ F－９ ３４ ３４ １３ １次 P８２ C－８ ８４ ６０ ３２ 銅製品（雁首銭）
P３１ F－９ ３４ ３２ １６ １次 平瓦 P８３ C－８ ２６ ２４ ９
P３２ F－９ ２８ ２５ ２１ １次 P８４ C－８ ２４ ２４ ９
P３３ F－９ ４４ ４４ ２３ １次 P８５ C－７ ２２ ２１ １５
P３４ F－９ ４０ ３２ ４５ １次 P３５ P８６ C－４ ３８ ３４ １８ 青磁
P３５ F－９ ４３ （３１） ３９ １次 P３４ P８７ C－４ ２６ ２１ １５
P３６ F－９ ３４ ２９ １４ １次 P８８ C－６ ２４ １８ １３ SB１
P３７ G－８ ４１ （２１） ３ １次 P８９ C－８ ３７ ３４ １２ １次
P３８ G－８ ２９ ２４ １０ １次 P９０ C－７ ２８ ２７ １５
P３９ G－８ ３１ ２６ １８ １次 P４０ P９１ D－３ ４１ ４０ ２８
P４０ G－８ （２６） １５ ２２ １次 P３９ P９２ D－３ ３５ ２７ ２０
P４１ G－９ ２０ １４ ５ １次 P９３ D－３ ３７ ２２ ８
P４２ C－６ ２１ ２１ １２ P９４ D－３ ２８ （２５） １１ SE７
P４３ C－５ ２７ ２６ ２３ P９５ D－３ ２２ ２０ ７
P４４ C－５ ４１ ３４ ２２ P９６ D－３ ２７ ２６ １０ SE７
P４５ C－５ ３１ ３１ ２３ P９７ D－４ ４０ ３７ ３１
P４６ C－５ ３７ ２４ ２０ P９８ D－４ ２７ ２６ ２４
P４７ B－６ ３１ ２５ ２０ P９９ D－４ ２３ ２１ ６
P４８ C－６ ２２ １９ ６ P１００ D－４ １９ １６ ９
P４９ C－６ ２９ ２７ １２ P１０１ D－４ ４８ ４０ １２ 土器
P５０ B－６ １６ １１ ７ P１０２ D－４ ２５ ２３ ８
P５１ C－６ １５ １４ １１ P１０３ D－４ ３０ ２９ １９
P５２ C－６ ２４ ２３ １６ P１０４ D－４ ２０ １８ １０
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番号 グリッド 長径（cm）短径（cm）深さ（cm） 重複・遺物他 番号 グリッド 長径（cm）短径（cm）深さ（cm） 重複・遺物他
P１０５ D－４ ５０ ４４ １５ P１５７ D－６ ３０ ２７ ９
P１０６ D－４ ４０ ３６ ２４ P１５８ D－６ ２４ １８ ６
P１０７ D－４ ３３ ３０ １２ P１５９ D－４ ６２ ５６ ５０ SD１０
P１０８ D－４ ２７ ２３ ７ SD１０ P１６０ E－４ ３５ ３２ １５
P１０９ D－４ ４３ ４０ ３６ 土器 P１６１ E－５ ５８ ４９ ５２ SD１０
P１１０ D－４ ４５ ３９ １６ P１６２ E－５ ２１ ２１ ９
P１１１ D－４ ４１ ３９ １７ かわらけ P１６３ E－５ １８ １５ １５
P１１２ D－４ ４８ ４２ ５５ P１６４ E－５ ３１ ３０ １１
P１１３ D－４ ３２ ２９ １４ P１６５ E－５ ４２ ３５ ９
P１１４ D－４ ８３ ５７ ４３ P１６６ D－５ ３０ １９ ２１ 土器
P１１５ D－４ ３３ ３２ ３３ P１６７ D－６ ９０ ６４ ２４
P１１６ D－４ ４４ ３９ ２４ P１６８ E－５ ４６ ４４ ３９
P１１７ D－４ ３７ ３５ ２１ P１６９ D－８ ２８ ２５ １９
P１１８ D－４ ４８ ４７ ９ P１７０ E－５ ３５ ２７ ２５
P１１９ D－４ ２８ ２２ ９ P１７１ E－５ ４８ ４１ ４１
P１２０ D－４ ４９ ３４ １６ P１７２ E－５ ４２ ３８ ３８
P１２１ D－４ ３７ ３６ ２３ 土器 P１７３ E－５ ２５ ２５ ２２
P１２２ D－４ ３７ ２９ ４５ P１７４ E－５ ２８ ２６ ９
P１２３ D－５ ７０ ６０ １０ かわらけ P１７５ E－５ ２１ １８ ７
P１２４ D－５ ５２ ４１ ２０ P１７６ E－５ ５１ １９ ８
P１２５ D－５ ５８ ４４ ２４ P１７７ E－５ ２４ １４ ５
P１２６ D－５ ３８ ３７ ３６ 焙烙 P１７８ E－５ ２６ １８ ８
P１２７ D－５ １９ １６ ４ P１７９ E－５ ６２ （５３） ５９ SE８
P１２８ D－５ ５０ （３６） ２７ P１６６ 土器 P１８０ D－６ １５ １２ （３７） SK１５
P１２９ C－５ １８ １６ １０ P１８１ D－７ ２６ ２４ １０ SB３
P１３０ D－４ ４８ ４４ ２０ P１８２ D－７ ２２ ２０ １２ SB３
P１３１ D－４ ３３ ３０ ２８ SD１０ P１８３ D－７ ４４ ４４ ２８
P１３２ E－４ ４１ ３７ １６ P１８４ D－７ ２４ ２４ １０
P１３３ D－５ ４７ ３６ ３１ P１８５ D－７ ４２ ３５ ３９
P１３４ D－５ ４８ ４５ ３３ P１８６ D－７ ２８ ２５ ４２
P１３５ D－５ ３３ ２８ ８ P１８７ D－８ ３０ ２５ １１
P１３６ D－５ ３０ ２４ ８ P１８８ D－７ ２８ ２１ １７ SB３
P１３７ D－５ ５０ ４０ ２３ P１８９ D－７ １９ １９ １３
P１３８ D－５ ２０ １８ ２０ P１９０ D－７ ６３ （４７） １５ P１９１
P１３９ E－５ ２５ ２１ ７ P１９１ D－７ ４２ ３５ ３８
P１４０ E－５ ２５ ２５ ９ P１９２ D－７ ２８ ２６ ２６ SB３ 土器
P１４１ D－５ ２０ １８ ９ P１９３ D－７ ２０ １６ ８ SB３
P１４２ D－５ ３３ ２７ ９ P１９４ D－７ ２６ ２２ １２
P１４３ D－５ ４２ ３４ １４ P１９５ E－８ ３０ ２９ ２４
P１４４ D－５ ２４ １９ ７ P１９６ D－８ １９ １７ ９
P１４５ D－５ ４０ ３１ １３ P１９７ E－５ ２４ １８ ６
P１４６ D－６ ２５ ２２ １４ P１９８ D－６ ２１ ２１ ６
P１４７ D－５ ４８ ４０ ３６ P１９９ D－６ ２２ ２０ ６
P１４８ E－５ ３７ ３０ ８ P２００ E－５ ７４ ４４ ２１ P８
P１４９ D－６ ２９ ２７ １１ P２０１ E－７ ２０ １９ １７ 木片
P１５０ D－６ ４５ ３５ １７ P２０２ D－８ ３６ ３４ ２２
P１５１ D－６ ２４ １９ ７ SD１８ P２０３ D－８ ２３ ２２ １１
P１５２ D－６ ２０ １８ ７ SD１８ P２０４ D－８ ２３ ２３ ２７
P１５３ D－６ ４０ ３２ １１ SD１７ P２０５ D－９ ５６ ５４ ２４
P１５４ D－６ ２２ １９ ９ SD１７ P２０６ D－９ ２５ ２４ ４３
P１５５ D－６ ２１ ２１ ５ SD１７ P２０７ D－９ ２５ ２５ ２０
P１５６ D－６ ２９ ２８ ６ P２０８ D－９ ４３ ４０ １９
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番号 グリッド 長径（cm）短径（cm）深さ（cm） 重複・遺物他 番号 グリッド 長径（cm）短径（cm）深さ（cm） 重複・遺物他
P２０９ D－９ ２６ ２４ ２７ P２６１ E－８ ３３ ２６ ２２ P２６３
P２１０ D－９ ２６ ２４ ２２ P２６２ D－８ ２５ ２５ １１
P２１１ D－９ ２１ ２０ １４ P２６３ E－８ （６４） ３７ １１ P２６１
P２１２ D－９ ３５ ３２ ８ P２６４ E－７ ４７ ４４ ３３ SB３
P２１３ D－９ ２０ １９ ２４ P２６５ E－７ ４９ ４２ ２４ SB３
P２１４ E－７ ２４ ２３ ２１ P２６６ D－８ （２６） ２１ （２１） P２５４
P２１５ D－８ ４１ ２４ １５ P２６７ D－８ ３５ ２６ ３２
P２１６ D－８ ２７ ２４ １７ P２６８ D－８ ２３ １９ ２１
P２１７ D－８ ６６ ６５ ２９ P２６９ D－５ ５５ ４３ ３６ SD７
P２１８ D－８ ２７ ２４ １６ P２７０ D－８ ３３ ２９ ３６
P２１９ D－８ ４９ ４７ ３７ 土器 P２７１ D－８ ２９ ２７ １６
P２２０ D－８ ２５ ２３ １３ P２７２ E－８ ４０ ３６ ２７
P２２１ D－８ ２９ ２２ ９ P２７３ E－８ ３６ ３２ ２４
P２２２ D－８ ４０ ３９ ４０ P２７４ E－８ ３７ ３５ ３６
P２２３ D－８ ３８ ３６ ２２ P２７５ E－７ ３０ ２６ １８
P２２４ E－８ １８ １５ １８ P２７６ E－７ ２６ ２６ １７
P２２５ D－８ ２７ ２５ １８ P２７７ E－７ ２１ １９ １６
P２２６ H－４ ３４ ３１ ２３ 鉄片 P２７８ E－７ ３０ ２４ １４
P２２７ D－７ ３３ ２２ １１ P２７９ E－７ ２４ ２１ ９
P２２８ D－７ ２８ ２６ １３ P２８０ E－６ １９ １８ ７
P２２９ D－７ ５５ ３５ ４３ P２８１ E－７ １９ １８ ８
P２３０ D－７ ２８ ２３ １２ SB２ P２８２ E－７ ３２ ２４ ２４ SB３
P２３１ D－７ ３３ ２５ １０ P２８３ E－７ ２５ ２３ １３
P２３２ D－７ ４６ ４４ ５４ P２８４ E－７ ３９ ３４ ２５
P２３３ D－７ ２２ ２１ ２１ P２８５ E－７ ２０ １８ １９
P２３４ D－７ ４４ ４１ ２３ P２８６ E－６ ２３ １９ １６
P２３５ E－７ ２９ ２７ ２１ P２８７ E－７ ２１ １３ ８
P２３６ D－８ ２１ ２０ １３ P２８８ E－７ ３９ ２７ １６
P２３７ D－８ ２６ ２６ １２ P２８９ E－７ １９ １８ ９
P２３８ D－８ ２４ ２３ １７ P２９０ E－７ ２３ ２２ １６
P２３９ D－８ ４９ ４７ ３２ P２９１ E－７ ２３ １８ １８
P２４０ D－９ ２３ ２０ ２５ 土器 P２９２ E－７ ２３ １９ １１
P２４１ D－３ ４０ ３８ ２２ P２５０・２５１・２５２ P２９３ E－７ ２３ ２０ １２
P２４２ D－３ ２１ ２０ １０ P２９４ E－７ ２５ １７ １２
P２４３ D－３ ２５ ２３ １０ P２９５ E－７ ２７ １７ １１
P２４４ D－９ ２０ １７ ２４ P２９６ E－７ ４０ ３５ ４２
P２４５ D－９ ２０ １９ １２ P２９７ E－７ ２５ ２２ １６
P２４６ D－９ ２２ ２１ １３ P２９８ E－７ ２３ ２２ １５
P２４７ D－９ ２０ １９ ２２ P２９９ E－７ ２６ ２１ １４
P２４８ D－９ ２４ ２３ ４１ P３００ E－７ ２４ １９ １４
P２４９ D－９ ２６ ２１ ２７ P３０１ F－７ ２１ ２０ ９
P２５０ D－３ ２４ （１８） ９ P２４１ P３０２ F－７ ２５ ２２ １３ 土器
P２５１ D－３ ２３ （１８） １１ P２４１ P３０３ D－７ ３２ ２４ ３０ SB２
P２５２ D－３ ２７ ２１ ７ P２４１ P３０４ F－１０ ４１ ３９ １７
P２５３ D－３ ３０ ２９ １１ P３０５ F－１０ ３３ ２９ ２０
P２５４ D－８ ３７ ３０ ３９ P２６６ P３０６ G－９ ２８ ２６ １１ SB６
P２５５ D－８ ２２ １９ １２ P３０７ H－５ ４４ ４０ １２ 土器
P２５６ D－８ ２２ ２２ ９ P３０８ F－１０ ４５ ４２ ３１ 土器
P２５７ D－８ ５２ ４０ ４４ 陶器 P３０９ F－１０ ２４ ２３ １７ SB５ 土器
P２５８ D－８ ３１ ３０ ８ P３１０ G－６ ３５ ３２ １０ SD７
P２５９ D－８ ４０ ３７ ５２ P３１１ F－１０ （３５） ４１ ３０ SB５ P３１２
P２６０ D－８ ３０ ２８ １９ P３１２ F－１０ ４１ （２７） １６ SB５ P３１１
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番号 グリッド 長径（cm）短径（cm）深さ（cm） 重複・遺物他 番号 グリッド 長径（cm）短径（cm）深さ（cm） 重複・遺物他
P３１３ F－１０ ３２ ２８ １２ SB５ P３６３ E－７ ２２ １７ １３ P３６２
P３１４ F－１０ ２０ ２０ ３７ SB５ P３６４ E－７ ２２ １８ １４
P３１５ F－１０ ２７ ２６ ２５ P３６５ E－７ ２０ １５ １０
P３１６ F－１０ ３６ ２８ ２７ P３６６ E－７ ２２ ２１ １６
P３１７ F－１０ （５０） ３４ ２６ P３１８ P３６７ E－７ ２５ ２１ １０
P３１８ F－１０ ３１ ２５ ２０ P３１７ P３６８ F－１０ ３０ ２６ １４
P３１９ F－１０ ２２ １７ １４ P３６９ F－１０ ４６ ４２ １９
P３２０ F－１０ １８ １７ ２４ P３７０ F－１０ ２７ ２４ １６
P３２１ F－１０ ３２ ３２ １４ P３７１ F－１０ ４４ ３６ ２３
P３２２ F－１０ ２３ ２２ １２ P３７２ F－１０ ３３ ３３ ３２
P３２３ F－１０ １６ １５ ２６ P３７３ F－１０ ３０ ２７ ２８
P３２４ G－１０ １４ １４ １３ P３７４ F－１０ ４４ ３４ ２９
P３２５ F－１０ ２８ ２５ １７ P３７５ F－１０ ３４ ２９ １６
P３２６ F－９ ２６ ２３ ９ P３７６ F－９ ３６ ３１ ２５
P３２７ F－９ ３１ ２９ ２８ SD１ P３７７ F－７ ２４ ２１ １３
P３２８ F－９ ４２ ３８ １４ P３７８ F－７ ２５ １８ ２４
P３２９ F－９ ３０ ２７ ２９ P３７９ F－７ ２６ ２３ １９
P３３０ E－７ ３１ ２８ ４３ P３８０ H－５ ３０ ２５ １６
P３３１ F－９ ２５ ２１ ９ P３８１ F－５ （４０） （３７） （３６） SD１０
P３３２ D－７ （２８） ２６ ２５ SB３ P３９６ P３８２ F－６ １７ １６ ９
P３３３ G－８ ２４ １８ １４ P３８３ F－６ ２０ １８ ７
P３３４ G－８ ３２ ３０ ２９ P３８４ F－６ １９ １９ ６
P３３５ G－８ ２３ ２０ ９ P３８５ F－６ ２０ １８ ７
P３３６ G－７ １９ １８ ８ P３８６ E－８ ４５ ４０ １５
P３３７ G－７ ３４ ２６ １１ P３８７ E－８ ５１ ３３ ３０
P３３８ E－４ ６５ ５９ １２ P３８８ E－８ ２６ ２２ ９
P３３９ E－４ ２８ ２５ ２４ P３８９ E－７ ４４ ２７ ３０
P３４０ E－６ ３２ ２９ １０ P３９０ D－７ ３０ ２７ ３２
P３４１ F－７ ２７ ２４ １０ SB４ 土器 P３９１ D－７ ２４ ２４ １９
P３４２ E－６ ２２ ２２ １８ P３９２ D－７ ４８ ４５ ５０ SB３
P３４３ E－７ ２７ ２４ １５ P３９３ D－７ ２９ ２４ １５ SB３
P３４４ E－７ ３０ ２２ ２０ P３９４ D－７ ３８ ３４ ２１ SB３
P３４５ E－６ ２３ ２２ １５ P３９５ D－７ ２６ ２２ １０ SB３
P３４６ E－７ ２２ ２１ １３ P３９６ D－７ （２６） ２６ ２５ SB３ P３３２
P３４７ E－７ ３２ ２０ １４ P３９７ D－７ ２３ ２１ ２４
P３４８ E－７ ４３ ２８ ２１ P３９８ D－７ ２８ ２８ ３５
P３４９ E－７ ２１ ２０ １３ P３９９ D－７ ２５ １９ １０
P３５０ E－７ ２５ ２１ １２ P４００ E－８ ３４ ３０ ２０
P３５１ E－７ ２２ ２０ １０ P４０１ F－８ ２７ ２７ １４ １次
P３５２ E－７ ２２ ２１ １１ P４０２ F－９ ３３ ２７ １６ １次
P３５３ E－７ １８ １８ ９ P４０３ F－９ ２２ ２１ １５
P３５４ E－７ ２４ ２１ ６ P４０４ G－９ ３２ ３２ ２４ １次
P３５５ E－７ ３０ ２８ ２０ P４０５ D－８ ２５ ２１ １９
P３５６ E－７ １９ １８ １５ P４０６ D－９ １６ １５ １１
P３５７ E－７ ３５ ３１ １８ P４０７ D－９ ２４ ２１ ２７
P３５８ E－７ １８ １４ １３ P４０８ F－７ ２３ ２２ １０
P３５９ E－７ １８ １８ １６ P４０９ D－７ ２５ ２４ １０
P３６０ E－７ ３３ ２５ １９ P４１０ F－７ ２５ ２１ ３６
P３６１ E－７ ２０ ２０ ９ P４１１ E－５ ４７ ３８ ４０
P３６２ E－７ ２０ （１８） １２ P３６３ P４１２ E－７ ３１ ２８ ４３
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（７）その他の遺物

第４２図に平成１５年度に実施された試掘調査の遺

物（１～３）と、第１次調査A区の遺構外出土

遺物（４～７）を一括した。なお、試掘調査にお

ける遺物は、事業地内から出土したものであるが、

明確な出土地点や状況については不明である。

１・２は須恵器坏の底部破片である。底部回転

糸切り離し未調整で、１は底部から直線的に外傾

して立ち上がり、２は湾曲して立ち上がる。胎土

に白色針状物質を含むことから、南比企窯産であ

ることが分かる。時期は９～１０世紀に位置づけら

れる。試掘１５トレンチからの出土である。

３も同じく試掘調査で出土した土師器の武蔵型

甕の底部破片である。胴部外面は斜め方向のヘラ

ケズリ、内面は横方向のヘラナデを施す。須恵器

坏に近い年代であろう。

４は龍泉窯系の青磁鎬蓮弁文碗である。弁の先

端が剣頭状でヘラによる片切彫りのB－１式に位

置づけられる。小破片のため口径は不定である。

１３世紀前半に比定される。第１次調査A区出土。

５・６は陶器甕の胴部破片である。５は外面に

平行叩き目風の刻印、６は刻印の一部が認められ

る。第１次調査A区出土。

７は焙烙の口縁部の破片である。口縁部中位に

補修孔が１個、外側から穿孔されている。口縁部

はヨコナデを施し、体部外面には指頭圧痕を残す。

外面にはススが僅かに付着している。胎土は角閃

石粒子の混入が目立ち、砂っぽいものである。第

１次調査A区出土。

挿図番号 遺構番号 種別 器種 口径 器高 底径 残存 胎土 焼成 色調 出土位置・備考
第４２図１ 試掘 須恵器 坏 ［１．０］ （５．８） ５０ A・G・H・J 良好 青灰 回転糸切離し 南比企窯産 ９C前
第４２図２ 試掘 須恵器 坏 ［２．５］ （５．８） ３０ A・F・G・H・J 良好 灰 回転糸切離し 南比企窯産 ９C前
第４２図３ 試掘 土師器 甕 ［５．６］ （４．４） ４５ A・B・F・G・J 良好 鈍い橙 武蔵型甕 底面ヘラケズリ ９C
第４２図４ A区 青磁 碗 （１４．４） ［２．５］ １０ A・G 良好 灰白 龍泉窯系鎬蓮弁文碗（B－１式）１３C前
第４２図５ A区 陶器 甕 破片 A・G・J 良好 灰白 外面刻印
第４２図６ A区 陶器 甕 破片 A・G・J 良好 灰白 外面刻印 内面平滑
第４２図７ A区 土器 焙烙 ４．９ 破片 A・B・F・G・J 普通 鈍い黄橙 成型技法：型 外面スス付着 補修孔

第４２図 その他の出土遺物

第９表 その他の出土遺物観察表
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２．第１次調査B区
第１次調査B区は、A区の南へ約７０�離れた

位置に所在する。周辺の水田面よりも一段高い部

分で標高は約４．９�である。長さ約３２�、幅約５．５

�の狭長な調査区である。

調査の結果、調査区を横断するように平行して

走る溝跡が３条検出された。幅１�前後、深さ１０

�程の溝跡で、埋土は暗褐色土を主体とする。土

層断面の観察では、現代の盛土のすぐ下から掘り

込まれていた。遺物がなく、時期不詳である。ま

た、調査区内には溝跡と同一方向に延びる現代の

暗渠が４条確認された。

第１号溝跡（第４３図）

第１号溝跡は、調査区の北東端部のO－９・１０、

P－１０グリッドに位置する。

規模は幅０．７５～０．９８�、確認面からの深さ０．１６

�で、直線的に延びる。南西に約３．０�隔てて第

２号溝跡が並走する。

第２号溝跡（第４３図）

第２号溝跡は、調査区の北東寄りの P－９グリ

ッドに位置する。規模は幅０．６０～０．７１�、確認

面からの深さ０．０８�で直線的に延びる。南西側

約３．０�に第３号溝跡が並走する。

第３号溝跡（第４３図）

第３号溝跡は、調査区の中央部の P－９グリッ

ドに位置する。規模は幅０．３５～０．７０�、確認面

からの深さ０．０６�で、北西端部で幅を狭める。

このようにB区では時期不詳の溝跡が検出さ

れただけで、隣接地における遺構・遺物の分布も

希薄であると予想される。

なお、調査区を横断する現代の暗渠は、二段掘

りした真中に陶製の土管を埋設したものである。

掘方の底面にはマツの樹皮とアシが敷き詰められ、

その上に土管を置き、さらに上面も同様に樹皮な

どで被覆した手の込んだものであった。

第４３図 第１次調査B区全体図・溝跡土層断面
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Ⅴ 調査のまとめ

１．中・近世の様相
ここでは釣上碇遺跡第１次調査A区・第２次

調査の主体となった中・近世の遺構と遺物の特徴

についてまとめることにする。

今回の調査において検出された中・近世の遺構

は、掘立柱建物跡７棟、柵列２条、溝跡１８条、井

戸跡１４基、土壙２４基、ピット４１２基である。この

うち掘立柱建物跡は、等高線に沿って自然堤防の

縁辺をめぐる第１０号溝跡と、それに合流する鍵の

手状に折れ曲がる第８号溝跡に区画された自然堤

防の高まりを中心に展開していた（第４４図）。残

念ながら、建物群を南北に分断するように大きな

撹乱が入るため、建物群の全容を把握することは

できなかった。

このような制約はあるものの建物跡の方向性や

柵列などとの組み合わせに着目して群構成を復元

すると、第１号掘立柱建物跡と第３号掘立柱建物

跡の２棟は概ね軸を揃えて配置されている。建物

規模からすると居住施設の可能性が高い。これに

方向性は一致していないが、倉庫的な機能の第２

号掘立柱建物跡が伴う可能性も考えられよう。ま

た、残りの４棟についても主軸の方向性や柵列と

の組み合わせから、方形ないし L字形の配置を

採っていた可能性がない訳ではないが、自ずと限

界がある。しかし、建物の規模や方向性から見て、

全体として２ないし３段階の変遷過程を想定する

ことは許されよう。ただし、年代的な根拠となり

得る遺物が、僅かに第５号掘立柱建物跡から出土

した捏鉢しかないため、決め手を欠く。また、明

確な遺構の切り合いもなく、時期差を検証するこ

とさえ難しいのが実状である。

そこで、遺物を比較的多く出土している井戸跡

から建物群の年代を探ることにしよう。

既に指摘したように井戸跡は、往々にして建物

跡の傍らに付属する傾向にある。例外的に第７号

井戸跡のみが調査区西端の区画溝外側に位置し、

杭・板材・角材等の多量の建築部材が一括廃棄さ

れ、意図的に埋め戻されていた。肥前産の染付碗

や青緑釉輪禿皿などの１８世紀前半を中心とする土

器を伴う。

井戸跡は素掘りのものを主体とするが、第１１号

井戸跡のように曲物と想定される井戸側を底面に

設置した例や、第１４号井戸跡のように江戸遺跡に

多く見られる結桶を使用した井戸側が想定される

など、多様なあり方を示している。

出土遺物は、第５号井戸跡からほぼ完形の曲物

柄杓が出土しているほか、第４号井戸跡から鉄鎌、

第１１号井戸跡から刻印をもつ丹波産の甕が出土し

ており注目される。また、胎土に金雲母粒子を多

量に含む土師質平底焙烙が、第５号井戸跡、第６

号土壙等から出土している。これらは胎土の特徴

から常陸方面で生産されたものと指摘されており、

県内では東部地域を中心に分布し、舟運を利用し

た流通が想定される。

陶磁器類の多くは１７世紀後半から１８世紀前半の

ものであり、遺構の大半が近世段階の所産である

ことを示す。しかし、グリッド出土遺物の中には

１３世紀前半の青磁鎬蓮弁文碗なども含まれており、

中世に遡る遺構の存在も視野に入れておくべきで

あろう。

今回の調査によって江戸時代中期の屋敷跡の一

端が明らかにされた。十分な空間構成を読み解く

までには至らなかったが、掘立柱建物跡と井戸跡

との有機的な関連性、結桶など井戸側構造に見ら

れる江戸遺跡との共通性、肥前産陶磁器を補完す

る瀬戸美濃産・丹波産陶器の流通と消費、焙烙な

どの在地産土器や多様な木製品のあり方など、江

戸を取り巻く近郊農村の実態を垣間見ることがで

きる。
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第４４図 中・近世の主な遺構と出土遺物
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２．ロクロ土師器について
釣上碇遺跡の位置する埼玉県南東部は、平安時

代において須恵器が供膳器の中心となる県北西部

や県中央部とは異なった、ロクロ土師器を主体と

する地域である。その背景には中川低地を挟み下

総台地と対峙する地理的特性が影響し、独自性の

強い非北武蔵系土器分布圏を形成している（渡辺

１９８６、田中２００３）。

ここでは第１６号土壙から出土したロクロ土師器

の坏・�類（第４５図１・２）について、大宮台地

東部と周辺自然堤防の平安時代遺跡出土のロクロ

土師器との比較検討を通して、その編年的な位置

づけを明らかにしたい。

まず、第１６号土壙から出土したロクロ土師器の

特徴について列挙すると、①体部の形態及び法量

はほぼ同じ深身形態であるが、無台と有高台の２

形態が見られる。②器壁が薄く、軽量に仕上げら

れる。③体部内面及び口縁部外面の一部が黒色処

理されている。④高台はハの字に開き、断面三角

形を呈する。などの諸点が挙げられる。灰釉陶器

などの瓷器を模倣した形態的特徴から、大きく９

世紀後半から１０世紀前半の年代幅の中に位置づけ

ることが許されよう。

そこで、黒色土器と有高台�をキー・ワードに

周辺に類例を探すと、岩槻支台の飯塚原地遺跡１

A号住居跡から南比企産須恵器や武蔵型甕と共伴

する、大振りの内黒無台�（５）がある。また同

時期の東裏遺跡第３３号住居跡でも器壁が薄く、内

面をヘラミガキした後に黒色処理した無台�

（１０）が見られる。この住居からは下野田稲荷原

型（昼間２００６）のロクロ土師器の皿・坏・�（６

～９）がまとまって出土したことで注目される。

これらは下野田稲荷原遺跡第４７号土壙出土例（１１

～１５）に酷似しており、集落内における生産と消

費の関係を示す恰好の例である。

こうした無台�の系譜ははっきりしないが、下

野田稲荷原遺跡周辺からロクロ土師器の生産拠点

が芝川流域の台地奥部へと拡大する中で、胴部上

位に縦ヘラケズリを加え、底部を糸切りした特徴

的な甕（末木２００６）などの器種とともに黒色土

器も定量で生産されていることが、和田北遺跡、

御蔵山中遺跡、東北原遺跡などの土器焼成壙の生

産器種の様相に窺われる（富田１９９７）。

同様に有高台の坏・�類の類例には、毛長川流

域の自然堤防上に立地する三ッ和遺跡例（１９～

２１）をはじめ、前述の東北原遺跡（２４・２６・２７）、

御蔵山中遺跡（３２・３３）、和田北遺跡例（３６～３８）

などが管見にふれる。このうち黒色処理を施し、

体部が湾曲気味に立ち上がり、断面三角形の高台

をもつ氷川神社東遺跡第６号住居跡例（２９）や東

北原遺跡第１号土壙例（２６・２７）が参考となる。

編年的な位置づけを整理すると、典型的な武蔵

型甕の伴出する下野田稲荷原型段階よりも後出的

であり、コの字状口縁が崩れ、器厚の厚くなった

武蔵型甕に伴出する段階に位置づけられる。和田

北遺跡のように小皿的な坏が出現する以前の段階

である。

十分な検討とはいえないが、第１６号土壙から出

土したロクロ土師器の年代をひとまず９世紀末葉

から１０世紀初頭に位置づけておきたい。

３．近世の柄杓について
第５号井戸跡から出土した曲物柄杓について近

世江戸遺跡から出土した類例（第４６図）と比較検

討しながら、その特徴を考えたい。

第５号井戸跡は、第１号掘立柱建物跡の東側に

隣接する規模の大きな素掘り井戸である。上部は

漏斗状に開き、下部は円筒状を呈する。遺物は柄

杓と農具の柄と考えられる棒状製品のほか、瀬戸

美濃産皿・笠原鉢、丹波産擂鉢などの陶器と在地
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第４５図 周辺遺跡出土のロクロ土師器
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第４６図 近世江戸遺跡出土の柄杓

－６８－



産土師質平底焙烙が出土した。時期は出土した陶

器の年代から１８世紀中頃に位置づけられる。

柄杓は底板の半分を欠損しているほかは、ほぼ

完存する。ただし、身は土圧によって大きく歪む。

各部の大きさは、全長５４．１㎝、身径１１．３㎝、同

高８．７㎝、柄長５４．６㎝、同幅２．４㎝、同厚１．２㎝、

小猿長７．５㎝、同幅２．８㎝、同厚０．８㎝を測る。

曲物柄杓は、円形の曲物を身にして棒状の柄を

取り付けたもので、柄の先端部が側板を貫通する

構造のものが中心である（１～１３）。これに対し、

側板と柄の結合に「小猿」と呼ばれる柄受け用の

固定具を用いたものが、近世に入り新たに出現す

る（１４～２５）。これにより柄杓の強度は飛躍的に

向上したといわれている（市川１９８７、西村１９９４）。

以下、江戸遺跡出土例と対比しながら本例の細

部の観察を進めたい。

曲物は円形を呈し、身の側板の打合（綴じ代）

は右前に合わせる。側板端部を欠損しているため、

上下縁にえぐりを入れていたかは不明である。側

板の重ね合わせ部分の上寄りに方孔（２．１×１．１

㎝）をあけ柄孔とし、その両脇の２箇所を樹皮紐

で綴じ合わせる。向かって左の側板端部は外１列

２段で柄孔の部分を長く綴じ、右は外３列１段で

横転した三角形状を呈し、装飾的な効果をもたせ

る。また内面の重ね合わせ部には縦平行線のケビ

キを入れる。底部は平底で、側板と底板を樹皮紐

で２箇所固定するのみで、木釘は用いない。

柄の先端は、側板内面に樹皮紐で縫い留められ

た柄受け用の固定具（小猿）の孔に差し込む。小

猿は直方体を呈し、括れ部で樹皮紐を２段に綴じ

ただけで、底板との接合は特別な工夫はなされて

いない。江戸遺跡では底板に嵌め込むための「足」

と呼ばれる突起をもつもの（１５・１９・２２・２３・

２５）や、木釘を用いて（１８・２０・２１・２４）底板と

固定している。中には汐留遺跡伊達家屋敷例（１７）

のように頭部の括れのない、簡略化した固定具も

見られる。

柄は抜け落ちないように側板近くに木釘が打ち

込まれる。柄の固定法にはこの他に楔や鉄釘を使

用した例も存在する。柄は先端に向かって細くな

り、小猿に挿入するために先端を尖らせる。柄の

断面は方形で、面取りを施す。

柄杓の基本的な機能は、「水などの液体を汲む」

ことであるが、その用途は実に多種多様である。

その容量や柄の長さ・取り付き角度などによって、

用途に応じて各種の柄杓が使い分けられていたと

考えられる。

なお、柄杓にはこうした実用的な使い方のほか

に、社寺へ願掛けするときに、願いが汲み取れる

ようにと真新しい柄杓を、あるいは願いがかなっ

た際に、底抜け柄杓を奉納するなどの風習が知ら

れている（岩井１９９４）。興味深い事例として港区

増上寺子院群（８）、新宿区崇源寺・正見寺（１１）

では１７世紀中頃の早桶の中に六道銭などと一緒に

柄杓が納められていた。柄杓はお伊勢まいり（ぬ

けまいり）のシンボルとして用いられており、被

葬者が生前に伊勢まいりをした記念に持たせたも

のか、ついに果たせなかった伊勢まいりをあの世

で実現させるつもりで納められたのであろう。

井戸跡から出土した本例が、単に不用品として

廃棄されたものであるのか、あるいは呪具として

何らかの願いが込められていたのか詳らかでない。

今後の検討課題としたい。

第４６図 近世江戸遺跡出土の柄杓

１ 中央区本郷元町遺跡 ２・３・２０～２５千代田区溜池遺跡 ４ 新宿区市谷田町一丁目遺跡B－２７号遺構 ５・１７港区汐留遺跡
伊達家屋敷 ６ 千代田区溜池遺跡C区 ７ 新宿区尾張藩上屋敷跡遺跡第２６地点 ８ 港区増上寺子院群光学院・貞松院跡・源興
院跡 ９ 千代田区丸の内三丁目遺跡８０号土坑 １０文京区小石川後楽園遺跡C区 １１新宿区崇源寺・正見寺跡 １２新宿区尾張藩
上屋敷跡遺跡第３８地点 １３港区№１９遺跡３８号遺構 １４葛飾区葛西城跡 １５千代田区一橋高校校地遺跡 １６さいたま市釣上碇遺
跡第５号井戸跡 １８新宿区尾張藩上屋敷跡遺跡第４４地点 １９港区汐留遺跡脇坂家屋敷・屋敷境堀
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図版１３ 土器類 １８ 第１０号井戸跡（第２２図２３） 砥石

１ 第５号掘立柱建物跡（第１０図１） １９ 第１０号溝跡（第１６図１０） １０ 第５号井戸跡（第２１図１０）
２ 第５号井戸跡（第２１図７） ２０ 遺構外（第４２図５） １１ 第７号井戸跡（第２２図２０）
３ 第７号井戸跡（第２２図１７） ２１ 遺構外（第４２図６） １２ 第７号井戸跡（第２２図１９）
４ 第１６号土壙（第２７図２） 第１１号井戸跡陶器甕 金属製品

５ 第１６号土壙（第２７図３） ２２ 第１１号井戸跡（第２２図２４） １３ ピット８２（第３２図１）
６ 第６号土壙（第３１図６） ２３ 第１１号井戸跡（第２２図２５） １４ 第７号井戸跡（第２３図１）
７ 第６号土壙（第３１図１０） ２４ 第１１号井戸跡（第２２図２６） １５ 第７号井戸跡（第２３図２）

図版１４ 磁器碗 ２５ 第１１号井戸跡（第２２図２７） １６ 第７号井戸跡（第２３図３）
１ 第７号井戸跡（第２２図１５） ２６ 第１１号井戸跡（第２２図２８） １７ 第９号井戸跡（第２３図４）
２ 第７号井戸跡（第２２図１６） 焙烙 １８ 第２３号土壙（第３１図１２）
３ 第６号土壙（第３１図５） ２７ 第２号溝跡（第１６図３） 第４号井戸跡鉄鎌

４ 第４号溝跡（第１６図５） ２８ 第４号溝跡（第１６図７） １９ 第４号井戸跡（第２３図５）
５ 第５号土壙（第３１図２） ２９ 第９号井戸跡（第２２図２２） 土製品

６ 第６号土壙（第３１図４） ３０ 遺構外（第４２図７） ２０ 第８号溝跡（第１６図１２）
陶器碗・皿・香炉 かわらけ ２１ 第７号井戸跡（第２２図２９）
７ 第４号溝跡（第１６図６） ３１ 第６号井戸跡（第２１図１１） 桃核

８ 第５号井戸跡（第２１図４） ３２ 第４号土壙（第３１図１） ２２ 第６号井戸跡（第２１図１４）
９ 第５号井戸跡（第２１図５） 図版１５ 磁器碗・香炉 ２３ 第９号井戸跡（第２２図３０）
１０ 第６号井戸跡（第２１図１２） １ 遺構外（第４２図４） 図版１６ 木製品

１１ 第６号土壙（第３１図８） ２ 第７号井戸跡（第２２図１８） １ 第１４号井戸跡（第２４図５）
１２ 第９号土壙（第３１図１１） ３ 第９号井戸跡（第２２図２１） ２ 第７号井戸跡（第２５図９）
陶器擂鉢 須恵器瓶・坏 ３ 第５号井戸跡（第２４図１）
１３ 第５号井戸跡（第２１図８） ４ 第７号溝跡（第１６図８） ４ 第７号井戸跡（第２５図１０）
１４ 第５号土壙（第３１図３） ５ 第１０号溝跡（第１６図９） ５ 第７号井戸跡（第２５図１６）
１５ 第６号土壙（第３１図９） ６ 第１号溝跡（第１６図２） ６ 第７号井戸跡（第２５図１５）
陶器捏鉢 ７ 遺構外（第４２図１） ７ 第７号井戸跡（第２５図２２）
１６ 第４号井戸跡（第２１図２） ８ 遺構外（第４２図２） ８ 第９号井戸跡（第２４図３）
１７ 第５号井戸跡（第２１図６） 第１６号土壙砥石

陶器甕 ９ 第１６号土壙（第２７図４）

第１０表 写真図版遺物番号対応表
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